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会員募集！！
海原医業会（仮）を立ち上げます
医療関係に携わる同窓生の親睦・交流を図る海原医業会（仮）の設立準備を進めてます。医療関係の仕事に従事している（していた）方でご賛同頂ける方を募集しています。海原会事務局までメール他でご連絡ください。

【会報バックナンバー閲覧パスワー
ド】

ホームページの活動レポートか
らは会報のバックナンバーの閲

覧ができます。閲覧には

パスワードを設定しております。
ユーザー名はkaihouです。パス

ワードは2013年12月

14日までは「100:ninC」、201
3年12月15日からは「neW0k

ubo」になります。

二七会の写真集が出来ました
10/18に行われた同期会の写真です。
出席者の方には配布しましたが、欠席
者でもご希望の方は下記の幹事までご
連絡ください。懐かしい仲間の顔が掲
載されています。

（幹事・中嶋可明まで）

編集担当

山
本
満
男
（
Ｓ
27
）

片
山
忠
美
（
Ｓ
28
）

石
原
長
夫
（
Ｓ
33
）

安

藤

浩
（
Ｓ
34
）

小
西
洋
也
（
Ｓ
41
）

国
井
信
男
（
Ｓ
62
）

岡
本
浩
太
郎
（
H‌

02
）

編
集
後
記

◎「
縁
側
」と
は
建
物
と
庭
の
中
間
に

あ
る
。内
か
ら
見
る
の
と
外
か
ら
見
る

の
と
見
方
が
異
な
る
。そ
こ
で
話
が
出

る
。こ
れ
か
ら
も「
縁
」を
探
し
て
行

き
た
い
。（
山
本
）

◎「
か
つ
ら
製
作
」「
金
魚
の
飼
育
」、

共
に
ユニ
ー
ク
な
道
を
究
め
る
海
城
人

の
味
あ
る
生
き
方
に
拍
手
。（
安
藤
）

◎
会
報
発
送
名
簿
の
中
位
年
齢
を

調
べ
た
と
こ
ろ
昭
和
62
年
卒
で
し

た
。海
原
会
員
の
平
均
年
齢
は
45
才

と
い
う
こ
と
で
す
。あ
と
少
し
で
半
数

が
平
成
卒
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
国
井
）

◎
Ｔ
Ｖ
の
半
澤
直
樹
を
観
た
。歌
舞

伎
役
者
の
様
な
眼
力
の
演
技
。八
田 

一 

朗
は
選
手
に
ラ
イ
オ
ン
や
虎
と
睨
めっ

こ
さ
せ
て
眼
力
を
鍛
え
た
こ
と
を
思

い
出
し
た
。（
石
原
）

◎
長
い
間
に
蓄
積
さ
れ
た
自
分
の
身

か
ら
少
し
づ
つ
は
が
れ
落
ち
て
い
く
よ

う
な
さ
び
し
さ
…
、ど
こ
か
ら
か
入
っ

て
き
た
誰
か
の
訃
報
を
受
け
る
た
び

…
。（
片
山
）

◎
い
よ
い
よ
海
外
海
原
会
、医
業
会

も
動
き
始
め
ま
し
た
。今
号
も
情
報

満
載
で
す
。（
小
西
）

特
別
貸
切
列
車「
う
な
ば
ら
」号

伊
豆
海
岸
を
走
る

（数日内） （10日以内）

海原会の電話・ＦＡＸ番号が変わりました
電話 ０３－６２３３－９６３１　ＦＡＸ ０３－６２３３－９６４１

海原会連絡室に海原会専用の留守電話・FAX機能付き機器を導入しました。事務局には常駐の事務局員はいませんので、その場で対応することはできませんが、転送などの機能を使って的確な部署への連絡が可能になりますので、できるだけ早い段階での対応・返答ができるよう努めますのでご了承ご協力をお願い致します。なお海原会関連で学園の事務局へ問い合わせることはお控えください。
海原会へのご連絡は以下の3つの方法にてお願いいたします。

1.	インターネット
	 http://ｗｗｗ．ｕｎａｂａｒａｋａｉ．ｊｐ
	 ■ 海原会ホームページの「海原会へのお問い
	 　  合わせ・ご連絡」からアクセスできます。

	 ■ 海原会連絡室より数日内にお返事します。

２.	 FAX	
	 03-6233-9641
	 ■  FAXによるご連絡をお受けします。

	 ■ 数日内にお返事します。

３.	電話	
	 03-6233-9631
	 ■ 電話のご連絡を留守電にてお受けします。

	 ■ 10日以内にお返事します。

（ホームページより）

（数日内）

第三回ゴルフ大会のお知らせ
日時	 平成 26年 10月 10日（金）

場所	 東武藤が丘カントリー倶楽部

	 栃木県栃木市藤岡町太田３８５７
－１

アクセス	東武日光線　板倉東洋
駅からクラブバス・タクシー

	 東北自動車道　佐野藤岡ＩＣから
約5分

参加費	 18,000 円（予定）

申し込み／お問い合わせ	

	 海原会ゴルフ会事務局　

海原メディア会総会のお知らせ
平成26年1月25日（土）午後1時〜3時  

学園カフェテリア　会費　2,000円（軽食付）
懇親会　午後3時半〜　於　新大久保「韓味」　会費　3,000円
連絡先　メディア会事務局  jimukyoku@unabaramedia.com

無言館「絵繕い基金」へお力添えく
ださい

今年で１６年の歳月を超える「
無言館」は、太平洋戦争下に「

絵

を描きたい」という一心で絵筆
をとり続けた画学生たちの「声

」

を少しでも現状に近い姿で次代
に伝え、保存する義務があると

思います。その遺作群が劣化し
痛みがひどくなっているようで

す。その為に基金を募集してお
ります。言うまでもなく「無言

館」は多くの支

援者で賄っております。同窓で
ある館主の窪島誠一郎氏（Ｓ

35年卒）を応援

するためにも、首記の件にご協
力ください。　　　　　（詳しくは会報部会山本満男

まで）

お知らせ/
掲示板
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今
年
の
海
原
会
の
見
学
会
は
鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会
と
の
初

め
て
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
で
創
部
45
周
年

に
な
る
鉄
道
研
究
会
が
伊
豆
急
行
で
特
別
記
念
列
車
を
走

ら
せ
る
計
画
を
海
原
会
が
後
援
、
会
員
への
参
加
呼
び
か
け

な
ど
で
協
力
す
る
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
錨
に

Ｎ
のマ
ー
ク
の
入
っ
た
マ
ー
ク
に
「
う
な
ば
ら
」と
書
か
れ
た
プ

レ
ー
ト
を
付
け
た
車
両
に
のって
特
別
貸
し
切
り
列
車
の
贅

沢
な
気
分
を
存
分
に
味
わ
っ
た
ほ
か
、
貴
賓
室
の
見
学
や
検

修
工
場
の
見
学
や
下
田
で
の
海
に
ま
つ
わ
る
歴
史
名
所
を
巡

り
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の 

一 

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

11
月
3
日（
土
）11
：
09
、
記
念
列
車
う
な
ば
ら
号
は
定

刻
通
り
伊
豆
高
原
駅
を
出
発
し
た
。

車
内
に
は
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
海
原

会
員
と
そ
の
家
族
約
50
名
。
乗
車
時
に
手
渡
さ
れ
た
特
製

弁
当
を
頬
張
り
な
が
ら
伊
豆
の
絶
景
を
堪
能
す
る
者
あ
り
、

お
し
ゃべ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
者
あ
り
。
あ
っと
い
う
間
に
時

は
過
ぎ
、終
点
の
下
田
駅
に
到
着
し
た
。

下
田
駅
で
は
伊
豆
急
行
の
格
別
の
取
り
計
ら
い
に
よ
り
貴

賓
室
の
見
学
を
許
さ
れ
た
。
貴
賓
室
は
下
田
の
須
崎
御
用

邸
を
利
用
す
る
皇
族
を
筆
頭
に
、大
臣
、三
権
の
長
、下
って

も
県
知
事
ク
ラ
ス
ま
で
し
か
使
用
を
許
さ
れ
な
い
と
の
こ
と
。

当
然
な
が
ら
写
真
撮
影
は
厳
禁
で
あ
り
、 一 

同
は
し
っ
か
り

目
に
焼
き
付
け

思
い
出
と
し
た
。

下
田
で
は

１
０
０
分
ほ
ど
の

自
由
時
間
。ロ
ー

プ
ウ
ェー
で
寝
姿

山
に
登
る
組
と

市
内
の
名
所
巡

り
を
す
る
組
に

分
か
れ
て
観
光
。
寝

姿
山
の
山
頂
か
ら
は

江
戸
時
代
に
日
本
の

玄
関
で
あ
っ
た
下
田

湾
を 

一 

望
。「
あ
、黒

船
だ
！
」
と
い
う
声

も
上
がっ
た
が
、も
ち

ろ
ん
黒
船
風
の
観
光

船
で
あ
っ
た
。

名
所
巡
り
で
は
海

原
会
の
見
学
会
に
ふ

さ
わ
し
い
海
に
ま
つ

わ
る
歴
史
名
所
が
目

白
押
し
。
先
ず
は
日

本
初
の
米
国
領
事
館
居
留
地
の
玉
泉
寺
とハ
リ
ス
記
念
館
。

こ
の
玉
泉
寺
前
の
弁
天
島
。
あ
の
憂
国
の
士
吉
田
松
陰
が

黒
船
に
密
航
を
企
て
幕
府
に
捕
ま
り
、
雄
図
空
し
く
挫
折

の
記
念
像
。
ペ
リ
ー
ロ
ー
ド
を
通
って
和
親
条
約
の
了
仙
寺
、

龍
馬
が
飛
び
お
吉
が
眠
る
宝
福
寺
な
ど
、
幕
末
の
歴
史
が

満
載
、楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

下
田
か
ら
伊
豆
高
原
駅
に
戻
っ
た
あ
と
は
検
修
工
場
を
見

学
。
車
両
の
修
理
や
自
動
車
の
車
検
に
当
た
る
作
業
を
す

る
エ
リ
ア
で
は
、ホンモ
ノ
の
車
両
や
部
品
の
説
明
を
受
け
、迫

力
満
点
。
特
別
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
記
念
列
車
運
行
に
は
、
益
田
浩一郎
氏
（
Ｓ
56
）、

間
多
洋
彰
氏（
Ｈ
15
）を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会
、

山
本
満
男
見
学
部
会
長
（
Ｓ
27
）は
も
ち
ろ
ん
、
旅
行
会
社

に
勤
務
す
る
松
浦
敬
任
氏
（
Ｓ
57
）、伊
豆
急
と
親
交
の
あ
っ

た
唐
澤  

洋
海
原
士
業
会
会
長
（
Ｓ
41
）の
力
添
え
が
あ
り
、

盛
会
と
な
っ
た
。          　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
井
信
男
）

特
別
貸
切
列
車「
う
な
ば
ら
」号

伊
豆
海
岸
を
走
る

海原会 鉄研ＯＢ会と初の共同企画を実現
会員とその家族約50名が参加

※海原会は皆様の会費で運営されております。

こ
の
度
の
特
別
列
車
「
う
な
ば
ら
」
の
運
転
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
海
原
会
幹
事
の
方
の々
ご
協
力
を
頂
き
、
広
く
同
窓
生
、

そ
の
ご
家
族
に
も
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鉄
研
Ｏ
Ｂ
会
長　
益
田
浩 

一 

郎
（
Ｓ
56
）



恒
例
と
な
っ
た
海
原
会
サ
ロン
が

今
年
も
9
月
14
、15
日
の
両
日
母
校

の
文
化
祭
「
海
城
祭
」に
合
わ
せ
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
士
業

会
や
メ
デ
ィ
ア
会
な
ど
海
原
会
の

各
分
科
会
が
サ
ロン
の
場
を
使
って

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど

の
動
き
も
あ
って
、
同
窓
生
、
現
役

さ
ら
に
父
兄
と
の 

一 

段
と
活
発
な

交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
展
示
内
容
は
海
城
学
園
の

歴
史
を
分
か
り
や
す
く
写
真
で
み

せ
る
コ
ー
ナ
ー
や
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
Ｏ
Ｂ
を
紹
介
す
る
「
時
代

を
創
っ
た
先
輩
50
人
」、
さ
ら
に
学

園
創
設
者
古
賀
喜
三
郎
の
紹
介
パ

ネ
ル
、
他
に
海
原
会
の
年
間
の
活
動

を
写
真
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
卒

業
ア
ルバム
展
示
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
。
そ
れ
に
加
え
て
今
回
は
メ
デ
ィ

ア
会
や
鉄
道
研
究
Ｏ
Ｂ
会
が
独
自

に
そ
の
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

示
を
し
た
り
、
士
業
会
が
サ
ロン
を

訪
れ
る
父
兄
や
現
役
生
に
向
け
て

会
計
士
や
弁
護
士
な
ど
メ
ン
バ
ー
の

仕
事
内
容
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
講
演

会
を
実
施
し
た
り
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
各
分
科
会
の
参
加
で
そ

の
関
係
者
な
ど
初
め
て
サ
ロン
を
訪

れ
る
人
も
多
く
な
り
、こ
れ
ま
で
以

上
に
活
気
あ
る
サ
ロ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
サ
ロン
で
待
ち
合
わ
せ
て
同

期
会
や
仲
間
の
会
合
な
ど
に
出
か

け
る
グ
ル
ー
プ
も
段
々
増
え
て
お
り
、

海
原
会
会
員
の
親
睦
・
交
流
と
し

て
の
サ
ロン
が
定
着
し
て
き
た
よ
う

で
す
。

ま
た
海
原
会
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ
部

会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
並
ん
で
海
原
会
の

ネ
ー
ムの
入
っ
た
特
製
キ
ャッ
プ
や
Ｔ

シ
ャツ
、
ポ
ロ
シ
ャツ
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
二
日
目
は
台
風
の
影
響

も
あ
って
客
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、過
去
最
高
の
売
上
を
達
成
、こ

こ
で
も
海
原
会
の
存
在
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
来
年
は
5
年
目
に

な
り
ま
す
。
サ
ロン
部
会
を
中
心
に

よ
り
充
実
し
た
サ
ロン
を
目
指
し
て

ま
た
企
画
を
検
討
し
て
お
り
ま
す

が
、
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｓ
47
年
卒　
石
黒
淳 

一 

郎
）

台
風
に
も
関
わ
ら
ず
今
年
も
盛
況

士
業
会
の
職
業
紹
介
や
マ
ジッ
ク
披
露
な
ど
も

優
勝
は
鵜
殿
幸
夫
氏（
Ｓ
39
）

72
名
が
参
加　

腕
を
競
い
親
睦
深
め
る

10
月
11
日
（
金
）、第
二
回
ゴルフ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
は
昨
年
に
続
き
、

緑
濃
き
筑
波
学
園
都
市
近
郊
の
「
豊
里
ゴ

ルフ
ク
ラ
ブ
」。
最
年
長
の
土
井
護
氏
（
Ｓ
23
）
か

ら
最
若
年
の
松
下
憲 
一 

氏
（
Ｈ
10
）
ま
で
総
勢
72

名
が
参
集
し
、
そ
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
鵜
殿
幸
夫
氏
（
Ｓ
39
）が
み
ご
と
優
勝

の
栄
誉
を
勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。
準
優
勝
は
、樋

口
稔
洋
氏
（
Ｓ
53
）、
3
位
は
高
橋
通
浩
氏
（
Ｓ

50
）が
は
い
り
ま
し
た
。
ベス
ト
グ
ロス
賞
は
、𠮷
岡

幸
夫
氏
（
Ｓ
32
）
と
荒
尾
純
平
氏
（
Ｓ
57
）
が
共

に
78
で
並
び
、
年
令
順
で
、
𠮷
岡
氏
が
昨
年
に
続

き
取
得
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
若
手
の
荒
尾

氏
の
活
躍
、
み
ご
と
な
も
の
で
す
。
同
時
に
特
筆

す
べ
き
は
、84
歳
の
土
井
先
輩
が
、ア
ウ
ト
、イ
ン
と

も
50
を
切
り
、
93
で
廻
っ
た
事
で
す
。
健
康
長
寿

を
実
践
す
る
同
氏
に
大
い
な
る
刺
激
を
う
け
ま

し
た
。
今
回
は
、
主
と
し
て
同
年
卒
二
人
ず
つ
の

組
み
合
わ
せ
と
し
た
た
め
か
、若
手
の
現
役
の
方
々

に
とって
は
、
本
会
で
初
め
て
の
同
期
の
手
合
わ
せ

と
な
り
、
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
プ

レ
ー
終
了
後
、
直
ち
に
表
彰
式
兼
懇
親
会
に
移
り
、

元
テ
レ
ビ
東
京
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、四
家
秀
治
氏
（
Ｓ

52
）の
司
会
に
よ
り
、成
績
発
表
、賞
品
授
与
と
テ

ン
ポ
よ
く
と
り
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
賞

品
は
「
越
後
の
新
米
」や
「
魚
の
干
物
」、
海
城
の

焼
き
マ
ー
ク
の
入
っ
た
「
ど
ら
焼
き
」な
ど
、
実
行

委
員
会
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
景
品
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
徳
光
会
長
が
挨
拶
に
続
き
、寄
付

い
た
だ
い
た
賞
品
な
ど
の
、
せ
り
売
り
の
仕
切
り

役
も
引
き
受
け
ら
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
ゴルフ
会
が
、同
窓
の
幅
広
い
交
流
の
場
と
し

て
、
益
々
盛
況
と
な
り
ま
す
よ
う
、
実
行
委
員 

一 

同
、
準
備
万
端
相
整
え
、
来
年
も
頑
張
って
参
り

ま
す
。

な
お
第
三
回
の
ゴル
フ
大
会
は
来
年
10
月

10
日
（
金
）に
予
定
し
て
ま
す
。
詳
し
く
は

会
報
最
終
面
の
お
知
ら
せ
・
掲
示
板
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

賞
品
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
徳
光
会
長
、

立
石
海
城
学
園
後
援
会
長
、
𠮷
岡
実
行
委

員
長
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
藤　
浩
）

卒年 氏名
昭 23 土井　　譲
昭 29 中尾　欽哉
昭 29 松田　武司
昭 29 渡辺　弘之
昭 31 越川　照夫
昭 32 牛込　壮造
昭 32 松岡　征治
昭 32 宮田　　昇
昭 32 𠮷岡　幸夫
昭 32 和田　昇三
昭 33 荒川　　宝
昭 33 池内　　宏
昭 33 小口　正弘
昭 33 西川　芳弘
昭 34 安藤　　浩
昭 34 栗原　敏朗
昭 34 小山　隆紹
昭 34 鈴木　雅彦
昭 34 徳光　和夫
昭 34 山崎　一善
昭 34 山崎　典夫
昭 35 渡辺　浩志
昭 36 伊藤　邦正
昭 36 岡本　隆雄

昭 36 久保田良一
昭 36 齊藤　邦雄
昭 36 立花幹史朗
昭 36 林　　昭策
昭 36 藤咲　浩男
昭 36 溝口　舜亮
昭 36 谷中　祐輔
昭 36 山田　雅康
昭 37 泉　　　覚
昭 37 大矢　俊一
昭 37 山田　和弘
昭 37 鷲田　和雄
昭 38 飯村昭太郎
昭 39 鵜殿　幸夫
昭 39 岡　　善弘
昭 39 川瀬　幸一
昭 39 菅野　文夫
昭 39 田崎　祐輔
昭 39 丹羽　秀夫
昭 39 吉岡　　博
昭 40 石田　高治
昭 41 小西　洋也
昭 41 篠　由紀男
昭 41 富岡　　清
昭 41 松島　義人

昭 43 永江　　学
昭 44 岡川　清明
昭 44 千賀　孝雄
昭 46 工藤　　聡
昭 46 齋藤　昭廣
昭 47 石黒淳一郎
昭 47 里村　　豊
昭 48 石川　隆一
昭 48 甲斐　彰義
昭 48 小坂　好男
昭 48 角　　達也
昭 49 金子　弘行
昭 50 高橋　通浩
昭 53 内田　　玲
昭 54 樋口　稔洋
昭 56 東海林尊信
昭 56 益田浩一郎
昭 57 荒尾　純平
昭 57 込谷　　憲
昭 57 吉岡太二郎
昭 62 国井　信男
平 03 井上　宙史
平 10 松下　憲一

72 名

第二回海原会GOLF会コンペ出席者

  OUT IN グロス HDCP NET
優勝 鵜殿幸夫（S39） 45 41 86 14.4 71.6
2 位 樋口稔洋（S54） 43 45 88 15.6 72.4
3 位 高橋通浩（S50） 50 43 93 20.4 72.

べスグロ OUT IN グロス
 𠮷岡幸夫（S32） 39 39 78
 荒尾純平（S57） 37 41 78

第
二
回
ゴル
フ
大
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

海
原
会
ゴルフ
会
実
行
委
員
長　

𠮷
岡
幸
夫

朝
方
心
配
さ
れ
た
天
気

も
ス
タ
ー
ト
前
に
は
申
し

分
の
な
い
ゴ
ル
フ
日
和
に
な

り
、先
輩
、後
輩
72
名
が
和

気
あ
い
あ
い
と
白
球
を
追
っ

て
楽
し
い
1
日
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
パ
ー

テ
ー
も
賞
品
も
少
し
趣
向
を
変
え
て
み
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
評
判
も
ま
ず
ま
ず
で
無
事
終
了

し
ま
し
た
。こ
れ
も
参
加
さ
れ
た
皆
様
と
ス
タッ

フ
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
と
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。
設
営
さ
れ
た
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

ホ
ッ
ト
し
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
次
回
第
３

回
は
10
月
10
日
東
北
自
動
車
道
佐
野
イ
ン
タ
ー

か
ら
3
㌔
の
東
武
藤
が
丘
Ｃ
Ｃ
に
設
営
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
な
お 

一 

期
2
年
間
、実
行
委
員
長
を
無

事
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ゴル
フ
会
も
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
次

期
実
行
委
員
長
に
は
若
手
の
後
輩
に
引
き
継

ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
原
会
サ
ロ
ン

第二回ゴルフ大会
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海
原
医
業
会

設
立
準
備
中

学
園
祭
に
参
加

9
月
14
日
及
び
15
日
開
催
さ
れ
た
海
城
学
園
祭
で
海
原
会
サ
ロン
を

借
り
、海
原
士
業
会
の
活
動
報
告
及
び
職
業
紹
介
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

14
日
は
、天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、15
日
は
台
風
の
影
響
で
生
憎

大
荒
れ
の
天
候
で
し
た
が
、
両
日
と
も
大
勢
の
訪
問
客
が
あ
り
ま
し

た
。
両
日
弁
護
士
・
公
認
会
計
士
・
税
理
士
の
職
業
紹
介
ビ
デ
オ

放
映
し
、15
日
は
田
中
純 

一 

郎
弁
護
士
（
Ｈ
3
）・
長
沼
徳
宏
公
認
会

計
士
（
Ｈ
4
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
に
つい
て
熱
弁
を
ふ
る
い
聴

衆
の
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

初
め
て
の
学
園
祭
参
加
で
し
た
が
、
こ
れ
も
士
業
会
会
員
・
海
原

会
役
員
の
協
力
の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
昭
和
41
年
卒　
士
業
会
会
長　
唐
澤　
洋
）

設
立
の
動
き
活
発
化

Ｎ
Ｙ
、プ
ノ
ン
ペン
に
続
き
ベ
ト
ナ
ム
、ロス
に
も

一 

年
ほ
ど
前
に
ニュー
ヨ
ー
ク
在
住
の
安
井
喬
さ
ん
（
Ｈ
２
）

と
羽
山
遼
さ
ん
（
Ｈ
13
）
の
二
人
が
海
原
ニュー
ヨ
ー
ク
会
を

立
ち
上
げ
た
の
に
続
い
て
、
今
年
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノンペン

を
拠
点
に
仕
事
を
し
て
い
る
小
市
琢
磨
さ
ん
（
Ｈ
５
）
と
岡

崎
宏
幸
さ
ん
（
Ｈ
3
）
が
プ
ノンペン
海
原
会
を
発
足
さ
せ
た

と
の
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
会
報
告
の
中
で
も
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
最
近
現
地
で
海
城
に
縁
の
あ
る
人
と
巡
り
あ

い
、懐
か
し
い
新
大
久
保
談
義
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
の
便

り
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
11
月
に
は
在
米
歴
30
年
、
現

在
米
ロ
サ
ン
ゼルスで
観
光
事
業
を
営
む
宮
田
稔
丈
さ
ん
（
Ｓ

45
）
が
ロス
支
部
の
設
立
を
引
き
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
12
年
前
か
ら
ベト
ナ
ム
を
拠
点
に
プロ
ゴルファ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
と
と
も
に
旅
行
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
梶
宏
光
さ
ん

（
Ｓ
37
）
に
も
ベ
ト
ナ
ム
海
原
会
の
発
起
人
を
お
願
い
し
引
き

受
け
て
頂
き
ま
し
た
。
梶
さ
ん
は
作
年
の
海
原
会
ゴ
ル
フ
会

の
第 

一 

回
大
会
に
参
加
し
て
会
員
に
ベト
ナ
ム
で
の
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
、そ
の
後
海
原
会
の
会
員
が
何
人
も
現
地
で
お
世
話
に

な
って
い
る
と
の
話
も
伺
って
い
ま
す
。「
後
輩
諸
君
、閉
塞
感

の
あ
る
日
本
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
け
！
違
っ
た
価
値
観
を
見
い

出
せ
る
と
思
う
」と
の
メッセ
ー
ジ
を
頂
い
て
い
ま
す
。

な
お
海
外
支
部
と
の
コン
タ
ク
ト
を
希
望
す
る
方
は
海
原
会

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
徐
に々
で
す
が
海
外
で
活
躍
す
る
海
原
会
同
窓

生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
始
め
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
海
外
の
様
々
な
地
域
で
仕
事
を
し
た
り
、活
動
を

し
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
海
原
会
と
し
て

も
情
報
を
集
め
な
が
ら
海
外
海
原
会
の
活
動
支
援
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
各
地
域
で
海
原
会
支
部
立
ち
上

げ
に
協
力
し
て
頂
け
る
方
、ま
た
海
外
に
出
て
い
る
同
窓
生
の
情

報
を
お
持
ち
の
方
、海
原
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

サ
ロ
ン
参
加
＆
懇
親
会
報
告

今
年
3
月
に
発
足
し
た
海
原
メ
デ
ィ
ア
会
は

母
校
の
学
園
祭
（
9
月
14
日
、15
日
）に
合
わ
せ
て

開
設
さ
れ
た
「
海
原
会
サ
ロン
」に
初
参
加
、パ
ネ

ル
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
14
日
に
懇
親
会
を
開

き
ま
し
た
。
サ
ロン
会
場
で
は
メ
ン
バ
ー
の
日
向
大

祐
さ
ん
（
Ｈ
９
）
が
手マ
ジ
ッ
ク品

を
披
露
す
る
な
ど
し
て

訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
ハ
プ
ニン
グ
も
あ

り
、
メ
デ
ィ
ア
会
員
の
多
士
・
多
才
ぶ
り
も
垣
間

見
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
を
予
定
し

て
い
た
こ
と
も
あ
って
植
木
昭
夫
さ
ん
（
Ｓ
20
）は

じ
め
、砂
田
郁
郎
さ
ん
（
Ｓ
27
）、康
芳
夫
さ
ん（
Ｓ

31
）な
ど
会
員
が
多
数
「
海
原
会
サロン
」に
集
結
し
、

サロンの
盛
り
上
げ
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

懇
親
会
は
新
大
久
保
駅
近
く
の
韓
国
料
理
店

「
韓
味
（
ハン
ミ
）」
で
開
き
ま
し
た
。
出
席
者
は

15
名
。
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
を
し

て
懇
談
、
当
初
2
時
間
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
6
時
過
ぎ
ま
で
盛
り
あ
が
り
、 一 

部
は
二
次

会
に
も
出
か
け
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
こ
の
店
は

メ
デ
ィ
ア
会
員
の
呉お
う　

成
平
さ
ん
（
Ｈ
10
）
の
実

家
が
経
営
す
る
店
と
い
う
こ
と
で
随
分
と
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

■
な
お
メ
デ
ィ
ア
会
で
は
11
月
30
日
に
那
須
海
城

中
学
高
等
学
校（
京
王
多
摩
セン
タ
ー
）の
開
校
記

念
日
の
特
別
イ
ベン
ト
と
し
て
、日
向
大
祐
さ
ん
に

よ
る
全
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
ショッ
プ

を
行
う
予
定
で
す
。次
に
は
舞
台
俳
優
の
溝
口
舜

亮
さ
ん（
Ｓ
36
）に
よ
る
、こ
の
よ
う
な
特
別
授
業
へ

の
協
力
を
計
画
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
ま
た
11
月
末
海
原
メ
デ
ィ
ア
会
の
公
式
Ｈ
Ｐ
が

オ
ー
プン
し
ま
し
た
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
はhttp://unabaram

edia.com

で

す
。メ
ン
バ
ー
の
コ
ラ
ム
や
情
報
が
載
って
い
ま
す
。

是
非
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
総
会
の
お
知
ら
せ

来
年
1
月
25
日
（
土
）午
後
1
時
～
3
時

学
園
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
海
原
メ
デ
ィ
ア
会
の
第

二
回
総
会
を
開
催
し
ま
す
。総
会
後
は
新
大
久

保
駅
近
く
で
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
今
後
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
が
、皆
さ
ま
予
定
表
に
書
き
込
ん
で
お

い
て
く
だ
さ
い
。

海
原
メ
デ
ィ
ア
会
事
務
局

り
ま
し
た
。
医
業
会
の
立
ち
上
げ

に
お
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

海
城
学
園
を
卒
業
し
て
医
療
関

係
に
従
事
し
て
い
る(

し
て
い
た)

方

で
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
海
原

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
海
原
会
の
連
絡
先
は
最
終
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

海
城
学
園
を
卒
業
し
医
業
に
就

い
て
い
る
卒
業
生
は
数
多
く
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
方
の々
交
流
の
場
と

し
て
医
業
会
を
設
立
し
た
ら
ど
う

か
と
い
う
声
が
数
年
前
か
ら
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、昭
和
41
年
卒
の
小
吹

優
さ
ん
が
設
立
の
発
起
人
と
し
て

と
り
ま
と
め
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

ロス支部宮田さん

NY支部安井さん
羽山さん

岡
崎
さ
ん

プ
ノ
ン
ペ
ン
支
部
小
市
さ
ん

ベトナム支部梶さん

海
外
海
原
会

海
原
士
業
会

海
原
メ
デ
ィ
ア
会
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奥
深
い
金
魚
の
世
界

世
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
研
究
家
が
い
る
の

で
金
魚
研
究
家
と
い
う
人
が
い
て
も
不
思

議
は
な
い
が
初
め
て
聞
い
た
。
済
み
ま
せ
ん
。

金
魚
と
い
え
ば
夜
店
の
金
魚
す
く
い
ぐ
ら
い

し
か
思
い
出
さ
な
い
門
外
漢
に
と
って 

一 

体

こ
の
人
は
金
魚
の
何
を
研
究
し
て
い
る
の
か

知
り
た
く
て
早
速
話
を
伺
う
こ
と
に
し
た
。

文
化
芸
能
の
発
祥
地
は
江
戸
･
浅
草
で

あ
ろ
う
。
特
に
庶
民
が
熱
狂
し
た
歌
舞
伎

は
貧
富
を
問
わ
ず
、今
で
云
え
ば
ファッ
ショ

ン
の
地
と
い
う
と
こ
だ
ろ
う
。
山
本
さ
ん
の

ご
先
祖
も
こ
の
浅
草
で
、
あ
の
時
代
劇
で
見

る
「
か
つ
ら
職
人
」と
し
て
営
ん
で
い
た
と
い

う
。見

よ
う
見
ま
ね
の
職
人
技

山
本
さ
ん
は
極
め
て
珍
し
い
か
つ
ら
職
人

だ
。
現
在
は
本
郷
･
湯
島
で
営
ま
れ
て
い

る
。
荒
れ
狂
う
ビ
ル
ラ
ッ
シ
ュの
中
で
４
階

建
て
？
の
住
ま
い
を
持
って
い
る
。
ド
ア
を

入
る
と
大
き
な
看
板
が
壁
に
飾
って
あ
る
。

「
山や
ま
た
つ辰

」
と
あ
る
。
あ
の
時
代
劇
に
見
る
金

箔
を
貼
っ
た
厚
さ
２㎝
も
あ
ろ
う
か
ボ
リュー

ム
の
あ
る
文
字
が
浮
き
彫
り
、し
か
も
左
書

き
だ
。
山
本
さ
ん
は
祖
父
、
親
父
と
受
け

継
が
れ
３
代
目
に
な
る
。
こ
の
仕
事
は
お

手
本
は
無
い
と
い
う
。
親
の
や
って
い
る
仕

事
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
修
錬
し
た
と
い
う
。

見
せ
場
を
作
る
職
人
芸
だ
。

学
業
と
家
業
の
狭
間

開
口 

一 

番
ど
う
し
て
海
城
に
入
っ
た
か
を

聞
く
と
、「
電
車
に
乗
り
た
かっ
た
ん
で
す
よ
」

（
笑
）。

こ
の
時
代
、
特
に
職
人
家
業
と
し
て
は
、

学
校
に
入
る
事
は
身
分
不
相
応
で
、
だ
か

ら
と
言
っ
て
学
校
に
入
ら
な
け
れ
ば
と
親

と
し
て
は 

一 

大
決
心
だ
っ
た
と
か
、
二
律
背

反
の
様
相
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
少
年
時
代

の
彼
は
念
願
の
電
車
に
乗
って
海
城
に
通
い
、

そ
し
て
高
校
を
卒
業
し
て
家
業
を
継
い
だ
。

話
し
な
が
ら
彼
は
海
城
時
代
の
ア
ル
バム
を

開
い
て
、懐
か
し
さ
を
楽
し
ん
で
い
た
。

板
金

工
房
に
案
内
さ
れ
た
。
近
頃
は
日
本
舞

踊
家
の
か
つ
ら
が
多
い
と
い
う
。
そ
う
な
ん

だ
、
い
つ
の
世
で
も
女
性
の
髪
型
は
は
や
り

の
最
先
端
を
い
く
の
だ
ろ
う
。
そ
の
人
の
頭

部
に
合
わ
せ
る
為
に
ア
ル
ミ
の
板
帯
を
巻
き

つ
け
た
モ
デ
ル
が
多
数
あ
っ
た
。「
こ
れ
を
頭

に
被
せ
、
合
う
よ
う
に
板
金
す
る
ん
だ
よ
」

え
っ
、
板
金
？
ち
ょっ
と
驚
い
た
。
と
言
って

何
度
も
部
分
的
に
叩
い
て
合
わ
せ
る
仕
草

を
見
せ
る
。
つ
ま
り
土
台
作
り
だ
そ
う
だ
。

人
の
頭
は
千
差
万
別
何
度
で
も
あ
う
ま
で

板
金
す
る
と
い
う
。
そ
こ
は
慣
れ
た
手
つ
き

で
微
妙
に
叩
い
て
板
金
す
る
。

髪
の
毛
は
本
物
の
人
毛

そ
の
上
に
メ
ッ
シュ
状
の
布
？
を
貼
って
毛

時
と
し
て
は
珍
し
い
種
類
の
り
ゅ
う
き
ん
と

か
ら
ん
ち
う
と
か
を
飼
って
い
た
」
お
じ
い

さ
ん
の
そ
ば
で
金
魚
の
話
を
聞
い
た
り
、
飼

育
を
手
伝
って
い
た
こ
と
が
そ
の
後
の
川
田

さ
ん
と
金
魚
を
強
く
結
び
つ
け
る
原
点
と

な
っ
た
よ
う
だ
。
実
際
祖
父
が
亡
く
な
っ
た

後
残
さ
れ
た
金
魚
の
世
話
を
し
始
め
て
以

来
川
田
さ
ん
と
金
魚
と
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

だ
が
海
城
時
代
に
川
田
さ
ん
が
金
魚
に

る
ほ
ど
に
な
り
、
こ
れ
以
上
は
無
理
と
つ
い

に
家
を
建
て
て
屋
上
に
養
殖
場
ま
が
い
の

金
魚
の
プ
ー
ル
を
作
る
ほ
ど
に
な
って
い
た
。

46
歳
の
時
、「
元
気
な
う
ち
に
で
き
る
こ
と
、

楽
し
い
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
思
い
立
ち
「
こ

れ
か
ら
は
好
き
な
世
界
で
趣
味
に
生
き
る
」

こ
と
を
決
意
、サ
ラ
リ
ーマン
生
活
と
す
っ
ぱ

り
縁
を
切
っ
た
。
ま
さ
に
や
る
と
な
っ
た
ら

と
こ
と
ん
や
る
し
人
と
違
う
こ
と
を
や
って

元
気
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
環
境
が
元
気
だ
と

い
う
こ
と
、
何
よ
り
世
の
中
平
和
で
な
い
と

飼
え
な
い
も
の
な
ん
で
す
」。
金
魚
の
気
持

ち
に
な
って
世
界
を
み
れ
ば
人
間
社
会
も

見
え
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

い
ま
川
田
さ
ん
は
「
金
魚
は
日
本
の
誇
る

べ
き
文
化
。
し
か
も
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
パン
ダ
外
交
な
ら
ぬ
金
魚
外
交
が
は
じ
ま

る
こ
と
を
夢
見
て
い
る
」。

を
植
え
る
。
毛
は
本
物
の
人
毛
だ
と
い
う
。

「
本
物
の
毛
を
使
う
ん
だ
。
人
工
の
毛
髪

は
癖
が
つ
い
て
治
ら
な
い
ん
だ
。
本
物
じ
ゃ

な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
」

な
る
ほ
ど
、
そ
う
は
言
う
も
の
の
ど
う

し
て
入
手
す
る
ん
だ
ろ
う
と
心
配
す
る
と

「
毛
屋
さ
ん
」
に
頼
む
と
い
う
が
中
国
、
韓

国
か
ら
取
り
寄
せ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
和
た

ん
す
の
引
き
出
し
か
ら
毛
髪
の
束
を
見
せ

て
く
れ
た
。
す
ご
い
！
毛
の
長
い
も
の
は
１

ｍ
も
あ
ろ
う
か
、
使
う
長
さ
は
半
分
に
な
る

と
い
う
。「
も
の
」と
解
釈
す
れ
ば
ど
う
っと

こ
と
な
い
が
生
き
て
い
る
髪
の
毛
だ
。

圧
巻
な
の
は
骨
箱
み
た
い
な
箱
が
廊
下

ま
で 

一 

杯
棚
に
並
ん
で
い
る
。
箱
に
髪
型

の
模
型
が
入
って
い
る
。
髪
は
結
って
い
な

い
残
バ
ラ
髪
で
収
ま
って
い
る
。
髪
結
い
は

「
床と
こ
や
ま山
さ
ん
」が
や
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
ら
職
人
た
ち
の
手
を
掛
け
て
成
し

遂
げ
る
技
は
「
表
現
者
」の 

一 

人
だ
ろ
う
。

く
し
、髪か
ん
ざ
し

上
の
階
に
案
内
さ
れ
た
．
そ
こ
に
は
櫛
、

髪
ざ
し
が
た
ん
す 

一 

杯
に
入
って
い
た
。
い

よ
い
よ
派
手
な
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ
た
。

日
本
髪
と
い
う
の
は
錦
絵
な
ど
を
見
る
と

「
う
つ
く
し
き
髪
の
よ
う
す
」
と
あ
る
。
髪

だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
装
身
具
も
芸
の

本
質
を
見
極
め
る
極
致
に
な
って
い
る
と
思

う
。最

後
に
不
躾
な
質
問
を
し
た
。
テ
レ
ビ

な
ど
で
も
時
代
劇
は
衰
退
し
て
い
る
事
を

言
う
と
、山
本
さ
ん
は
最
後
に
「
確
か
に
仕

事
は
減
って
来
た
が
こ
の
仕
事
が
潰
れ
る
事

は
無
い
よ
。
も
し
潰
れ
る
と
し
た
ら
歌
舞

伎
座
が
つ
ぶ
れ
る
時
だ
よ
」作
務
衣
を
着
た

彼
は
物
静
か
に
、時
々
笑
い
な
が
ら
語
って
く

れ
た
。

（
山
本
満
男　
記
）

か
つ
ら
職
人

山
本
和
明
さ
ん

や
ま
も
と
か
ず
あ
き（
昭
和
29
年
卒
）

金
魚
研
究
家

川
田
洋
之
助
さ
ん

か
わ
だ
よ
う
の
す
け（
昭
和
46
年
卒
）
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佐
久
間
さ
ん
は
小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら

「
ファ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
」「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
」、

牧
野
富
太
郎
先
生
の
「
植
物
図
鑑
」
に
啓

発
さ
れ
て
自
然
科
学
に
関
心
を
抱
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

将
来
の
夢

生
ま
れ
育
っ
た
東
京
・
品
川
区
に
は
近

く
に
元
細
川
越
中
守
の
下
屋
敷
跡
戸
越
公

園
が
あ
り
、そ
こ
に
残
さ
れ
た
自
然
に
親
し

ん
だ
少
年
の
日
々
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
科

学
セン
タ
ー
で
学
ぶ
機
会
が
あ
って
科
学
への

興
味
は
増
す
ば
か
り
で
、卒
業
の
文
集
に
は

「
天
文
学
者
か
物
理
学
者
に
な
り
た
い
」
と

書
き
、将
来
は
理
工
方
面
で
活
躍
し
た
い
と

考
え
た
。

夢
に
向
か
っ
て

中
学
校
に
進
み
、
物
理
・
化
学
・
生
物

の
先
生
に
恵
ま
れ
、
つ
い
身
を
乗
り
出
し
て

し
ま
う
ほ
ど
授
業
が
面
白
か
っ
た
記
憶
が

初
対
面
だ
が
現
れ
た
川
田
さ
ん
は
大
き
な

金
魚
の
プ
リ
ン
ト
が
つ
い
た
Ｔ
シ
ャツ
を
着
て

い
た
の
で 

一 

目
で
わ
かっ
た
。
のっ
け
か
ら
金

魚
で
あ
る
。「
そ
も
そ
も
金
魚
の
ル
ー
ツ
は

6
0
0
0
万
年
前
に
現
れ
た
フ
ナ
の
原
型

魚
に
あ
って
・
・
・
日
本
に
は
1
5
0
2
年

室
町
時
代
に
中
国
か
ら
入
って
・
・
」
で
話

を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
あ
ま
り
の
奥
深
さ
と

広
が
り
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

祖
父
の
金
魚
み
て
育
つ

川
田
さ
ん
と
金
魚
の
出
会
い
は
普
通
の

人
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
小
学
校
に
上

が
る
こ
ろ
祖
父
が
飼
って
い
た
金
魚
を
見
て

興
味
を
持
っ
た
の
が
最
初
だ
と
い
う
。「
当

今
も
鮮
明
に
残
って
お
り
、生
物
、医
学
、科

学
史
や
数
学
に
つい
て
も
興
味
を
も
ち
、
科

学
セ
ン
タ
ー
に
も
通
い
続
け
た
。
高
校
で
は

多
方
面
に
目
を
向
け
多
角
的
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
歴
史
と
自
然
科
学
に
つ
い
て
の

興
味
、
関
心
は 

一 

層
強
く
な
って
大
学
は
薬

学
、
物
理
学
な
ど
の
理
学
部
を
受
験
し
よ

う
と
考
え
た
。
青
山
学
院
大
学
理
工
学
部

物
理
学
科
に
進
ん
だ
が
、専
門
科
目
の
授
業

は
教
科
書
、黒
板
の
板
書
、講
義
、テ
ス
ト
す

べ
て
英
問
英
答
と
い
う
よ
う
に
英
語
力
を

鍛
え
ら
れ
た
。
ヨ
ー
ロッ
パの
大
学
や
研
究

所
な
ど
を
見
学
す
る
機
会
を
得
て
オ
ラ
ン

ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
（
低
温
物
理
の
名
門
）、

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ー
ル
スロ
イ
ス
社
（
コンコル
ド

の
工
場
）、ス
イ
ス
・
ジュネ
ー
ブ
の
Ｃ
Ｅ
Ｒ
N

（
欧
州
原
子
核
研
究
機
構
）、イ
タ
リ
ア
の
ミ

ラ
ノ
工
科
大
学
な
ど
を
訪
問
し
た
。

夢
を
つ
か
む

3
年
に
な
る
頃
に
は
専
門
書
も
あ
る
程

度
読
み
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
って
い
た
。
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
文
書
を
取
り
寄
せ
て
原
子
核
乾
板

の
解
析
を
通
し
て
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
への

関
心
を
高
め
た
り
、リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の

構
想
に
関
連
す
る
極
低
温
物
理
学
の
基
礎

理
論
と
実
証
実
験
な
ど
も
や
って
い
る
。
ま

た
電
気
抵
抗
に
つい
て
極
低
温
か
ら
高
温
ま

で
シ
ン
プ
ル
な 

一 

つ
の
理
論
で
体
系
づ
け
ら

れ
る
こ
と
を
突
き
止
め
世
界
的
権
威
あ
る

論
文
集
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

次
の
世
代
へ

昭
和
55
年
に
理
科
教
師
と
し
て
川
崎
市

多
摩
区
の
中
学
校
に
赴
任
。
後
に
数
校
を

経
験
し
、
川
崎
市
青
少
年
科
学
館
指
導
主

事
と
な
る
。
南
関
東
自
然
系
博
物
館
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
振
り
出
し
に
、
多
摩
川

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
小
学
校
用
理
科
（
総

合
的
な
学
習
の
時
間
）
小
冊
子
・
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
の
作
成
、日
本
科
学
未
来
館
実
験
工

房
立
ち
上
げ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
５
F
フ

凝
って
い
る
と
知
って
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
金
魚
と
い
え
ば
生
物

部
と
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
が
柔
道
部
に
席
を

お
い
て
い
た
と
い
う
し
、
大
学
も
工
学
部
を

選
び
、
化
学
系
の
会
社
に
勤
め
て
い
る
。
金

魚
の
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
な
い
。
で
も
「
人
と

違
っ
た
こ
と
を
や
り
た
い
と
か
、
や
る
と
決

め
た
ら
実
行
す
る
と
か
、
正
し
い
と
思
っ
た

ら
あ
く
ま
で
貫
く
と
か
結
構
先
生
方
を
困

ら
せ
る
問
題
児
だ
っ
た
」と
い
う
。

46
歳
で
退
職　

金
魚
に
生
き
る

大
学
時
代
に
本
格
的
に
再
開
し
て
い
た

金
魚
の
飼
育
は
サ
ラ
リ
ー
マン
時
代
に
は
住

ん
で
い
た
マン
ション
が
30
も
の
水
槽
で
埋
ま

い
る
。金

魚
は
平
和
の
シ
ン
ボ
ル

今
や
金
魚
と
い
え
ば
川
田
さ
ん
と
い
う

ほ
ど
全
国
区
の
人
で
あ
る
。「
金
魚
の
す
べ

て
」「
金
魚
の
医
食
住
」「
金
魚
図
鑑
」「
四
大

地
金
魚
の
す
べて
」「
ら
ん
ち
う
の
す
べて
」

な
ど
著
書
は
共
著
を
含
め
て
10
冊
以
上
あ

る
。
な
か
で
も
ユニ
ー
ク
な
の
が
最
新
刊
の

「
金
魚
の
こ
と
ば
」。
最
近
は
「
自
分
自
身

金
魚
目
線
に
な
って
し
ま
って
」と
いい
な
が
ら

「
金
魚
と
い
う
の
は
自
然
界
の
も
の
で
な
い

の
で
人
が
世
話
を
し
な
い
と
消
え
て
ゆ
く
隠

れ
た
絶
滅
危
惧
種
な
の
で
す
。
金
魚
鉢
は

金
魚
に
と
って
地
球
と
同
じ
で
す
。
金
魚
が

（
小
西
洋
也　
記
）

ロ
ア
に
展
示
し
て
あ
る
太
陽
系
の
模
型
な

ど
の
作
成
、
川
崎
市
21
世
紀
子
ど
も
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
ジ
ェク
ト
「
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
玉

手
箱
」の
開
発
に
携
わ
る
。
ま
た
、
J
S
T

（
日
本
科
学
技
術
振
興
事
業
団
）
に
よ
る

S
S
P
（
サ
イ
エン
ス・パ
ー
ト
ナ
ー
シッ
プ・

プロ
ジェク
ト
）を
は
じ
め
、
形
態
学
と
遺
伝

学
を
学
び
、
人
類
学
や
医
学
な
ど
を
考
え

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き
た
。「
自

然
科
学
に
興
味
を
持
つ
若
者
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」と
い
う
。

（
片
山
忠
美　
記
）

平成25年12月1日海 原  第38号

川
田
洋
之
助
さ
ん　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

素
人
金
魚
名
人
戦
代
表

日
本
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
金
魚
愛
好
会
副
会
長
な
ど

著
作
活
動
や
Ｔ
Ｖ
出
演
の
ほ
か
全
国
に
出
か
け

金
魚
文
化
の
魅
力
を
広
め
て
い
る

佐
久
間
雅
彦
さ
ん　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
進
化
学
会
会
員

西
ア
ジ
ア
考
古
学
会
会
員

考
古
学
は
総
合
科
学
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、

小
学
生
の
頃
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト・カ

ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の
歴
史
を
紐
解
く
こ
と
に
興
味

を
抱
き
、世
界
20
ヶ
国
以
上
を
渡
り
歩
く
。

来
年
も
、１
年
間
を
通
し
て
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る

未
来
の
科
学
少
年
育
成
に
励
む

か
つ
て
の
科
学
少
年

佐
久
間
雅
彦
さ
ん

さ
く
ま
ま
さ
ひ
こ
（
昭
和
49
年
卒
）

5



大
東
亜
戦
争
と
い
う
途
方
も

な
い
時
代
に
少
年
時
代
を
お
く
り
、

敗
戦
と
い
う
日
本
の
歴
史
の
中
に

か
つ
て
な
い
事
象
を
経
験
し
、社
会

に
飛
び
出
し
た
私
は
「
さ
て
」こ
れ

か
ら
先
を
ど
の
よ
う
に
し
て
生
き

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

心
配
し
ま
し
た
が
、
戦
勝
国
が
日

本
の
への
進
駐
は
「
ア
メ
リ
カ
」 一 

国
と
い
う
こ
と
で
迎
え
た
の
で
敗
戦

に
打
ち
の
め
さ
れ
た
我
が
国
に
と
っ

て
は
「
幸
運
」
な
敗
戦
処
理
と
思

わ
せ
ら
れ
た
の
が
つ
い
先
頃
の
こ
と

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
昭
和
18
年
3
月
に
海
城
中

学
校
を
卒
業
と
同
時
に
幸
運
に
も

海
軍
省
人
事
局
人
事
課
高
等
文

官
補
任
係
と
い
う
部
署
に
雇
員
と

し
て
採
用
配
置
さ
れ
、
激
し
い
大

東
亜
戦
争
の
真
っ
た
だ
中
に
身
を

置
く
こ
と
に
な
り
、官
庁
職
員
と
し

富
士
山

が
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
文

化
遺
産
に

登
録
さ
れ

た
。
そ
こ

で
富
士
山
と
い
え
ば
こ
の
人
、
大
貫
金
吾
さ

ん
（
Ｓ
23
卒
元
数
学
教
諭
）に
ご
登
場
願
っ
た
。

こ
の
ほ
ど
登
頂
５
０
０
回
の
記
録
を
ち
ょ
う
ど

ま
と
め
て
自
費
出
版
し
た
ば
か
り
、改
め
て
大

貫
さ
ん
に
と
って
の
富
士
山
を
伺
っ
た
。

登
頂
回
数
５
３
０
余

大
貫
さ
ん
と
富
士
山
の
出
会
い
は
25
歳
の

時
。「
生
き
て
い
る
う
ち
に 

一 

度
は
登
り
た
い
」

と
い
う
母
親
を
連
れ
て
登
頂
し
た
の
が
最
初

と
い
い
ま
す
。
以
来
50
年
余
り
、77
歳
ま
で
挑

み
続
け
て
き
て
そ
の
登
頂
回
数
は
５
３
０
回
に

達
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
他
に
も
日
本
の
百

名
山
も
制
覇
し
キ
リ
マン
ジ
ェロ
な
ど
外
国
に

も
出
か
け
て
い
る
と
い
う
の
で
す
が
そ
れ
で
も

な
ぜ
富
士
山
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
麓
か
ら
頂
上
ま
で
見
渡
せ
、
聳
え
立
つ
山
は

他
に
な
い
。
も
ち
ろ
ん
日
本
で 

一 

番
高
い
山
だ

か
ら
頂
上
に
立
つ
と
周
り
の
山
々
が 

一 

望
で
き
実

に
す
ば
ら
し
い
。
で
も
自
分
に
と
って
は
都
心
か

ら
も
近
く
て
ア
ク
セ
ス
も
良
く
日
帰
り
も
で
き
る

の
が
」な
に
よ
り
の
魅
力
と
い
い
ま
す
。な
に
し
ろ

「
海
城
の
山
岳
部
の
顧
問
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
って
、
引
率
者
が
生
徒
に
遅
れ
を
と
る
よ
う
な

こ
と
に
な
って
は
ダ
メ
だ
と
思
って
」ト
レ
ー
ニン
グ

の
つ
も
り
で
始
め
た
の
が
富
士
登
山
の
動
機
だ
っ

た
の
で
す
。

未
踏
の
記
録
を
保
持

「
別
に
登
頂
回
数
を
競
って
き
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。回
数
だ
け
で
い
え
ば
２
０
０
０
回
も
登
っ

た
人
も
い
る
の
で
す
か
ら
。私
は
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー

ト
か
ら
登
っ
た
り
、
ス
キ
ー
で
下
山
を
し
た
り
、 一 

日
2
回
登
っ
た
り
、
次
は
こ
う
し
て
み
よ
う
と
か

今
度
は
こ
こ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
か
や
っ

て
き
ま
し
た
」。
そ
ん
な
な
か
で
も
大
貫
さ
ん

が
今
で
も
密
か
に
自
慢
す
る
記
録
が
あ
り
ま
す
。

田
子
の
浦
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
登
頂
し
そ
の
日
に

戻
って
く
る
と
い
う
山
行
で
す
。「
海
抜
ゼロ
メ
ー

ト
ル
か
ら
３
７
７
６
メ
ー
ト
ル
ま
で
登
って
ま
た
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
戻
る
お
よ
そ
１
０
０
キ
ロ
を
走
破

９
月
8
日
未
明
に
２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
ま
っ
た
。
7
年
後
の
開
催
に
向

け
て
受
け
入
れ
体
制
は
進
み
、
経
済
効
果
は
幅
広
く
業

界
に
波
及
し
そ
う
だ
。
そ
ん
な
中
で
除
外
候
補
だ
っ
た
レ

と
の
風
潮
が
あ
っ
た
。
異
端
児
と
の
の
し
ら
れ
、
や
く
ざ

の
襲
撃
も
受
け
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
2
度
に
渡
る

兵
役
、6
年
余
を
中
国
で
従
軍
、除
隊
を
経
て
戦
後
は
日

本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
第
3
代
会
長
（
１
９
４
６
年
4
月
〜

１
９
６
５
年
7
月
参
議
院
議
員
選
挙
に
自
民
党
か
ら

立
候
補
し
て
当
選
、ス
ポ
ー
ツ
議
員
第
１
号
と
な
っ
た
。

写
真
は
そ
の
二
期
目
の
も
の
。
そ
こ
に
は
母
校
海
城
の

建
学
精
神
に
触
れ
る 

一 

文
も
見
ら
れ
る
。
１
９
８
３
年
４

月
15
日
死
去
。
76
歳
没
。

今
回
、
決
定
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
は
前
回

か
ら
56
年
が
経
過
し
て
、
当
時
、
彼
が
招
致
に
尽
力
し
た

時
と
は
時
間
的
に
も
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
社
会
も

高
齢
化
し
て
変
化
が
激
し
い
だ
ろ
う
が
、
開
催
に
向
か
っ

し
ま
し
た
。
17
時
間
か
か
り
ま
し
た
ね
」と
軽
く

語
る
が
、大
貫
さ
ん
64
歳
の
時
に
達
成
し
た
記
録

で
す
。
し
か
も
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
人
が
ト
ラ
イ

し
た
が
ま
だ
誰
も
成
功
し
て
い
な
い
と
い
い
ま
す
。

富
士
は
修
行
の
場

富
士
山
の
す
べて
を
知
り
尽
く
し
た
と
も
い
え

る
大
貫
さ
ん
に
と
って
富
士
山
と
は
な
に
か
最
後

に
聞
い
て
み
た
。「
修
行
の
場
で
あ
り
自
分
の
体

力
への
挑
戦
の
場
」
だ
と
い
い
ま
す
。
お
よ
そ
5

年
前
に
「
自
信
は
あ
る
が
何
か
あ
っ
た
ら
迷
惑

を
か
け
る
か
ら
富
士
登
山
は
や
め
ま
し
た
」と
今

は
登
って
い
な
い
が
、
大
貫
さ
ん
に
と
って
富
士
山

は
本
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
い
ま
な
お
「
限

り
な
い
オ
マ
ー
ジュ　

畏
敬
・
憧
憬
」の
山
で
あ
り

続
け
て
い
ま
す
。    　
　
　
　
　
（
小
西
洋
也
）

日
本
の
レ
ス
リ
ン
グ
を
広
め
た
男

―
八
田 

一 

朗（
大
正
13
年
卒
）

て
人
生
を
歩
き
だ
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昭
和
20
年
8
月
の
終
戦

に
伴
い
、
ア
ジ
ア
の
各
地
に
送
り
出

し
た
文
官
各
位
の
復
員
業
務
な
ど

に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
が
、私
自

身
も
海
軍
省
行
政
の
縮
小
に
伴
い
、

外
地
に
送
り
出
し
た
文
官
諸
氏

の
復
員
業
務
が
軌
道
に
乗
っ
た
状

況
の
中
で
気
象
庁
（
当
時
の
気
象

台
人
事
課
）、
運
輸
省
官
房
人
事

課
、運
輸
省
航
空
局
人
事
課
、さ
ら

に
航
空
局
の
空
港
事
務
所
を
全
国

規
模
で
歴
任
し
、
最
終
的
に
は
函

館
空
港
の
長
を
経
て
官
庁
歴
に
終

止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
は

運
輸
省
関
係
の
公
益
法
人
の
業
務

を
経
験
し
78
歳
を
最
後
に
国
家
行

政
・
公
益
法
人
を
卒
業
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
健
康
も

順
調
な
の
で
地
域
の
老
人
会
な
ど

で
頑
張
って
い
ま
す
。

生
き
た
ま
ま
を
振
り
返
り
観
て

昭
和
18
年
卒　

福
田
賢
三

6

エ
ッ

セー
＆コラ

ム

限
り
な
き
オ
マ
ー
ジュ

富
士
山

限
り
な
き
オ
マ
ー
ジュ

富
士
山

Ｓ
さ
ん
は
本
当
に
面
倒
見
の
よ
い
先
輩
で

し
た
。
毎
週
土
曜
日
の
午
後
に
な
る
と
先

輩
は
勤
め
先
か
ら
必
ず
現
れ
、
私
た
ち
現

役
の
「
海
城
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部
」の
部

員
を
他
流
試
合
の
現
場
へ
と
誘
う
。
相
手

ラ
グ
ビ
ー
部
の
思
い
出

昭
和
55
年
卒　

堀
川 

一 

彦



ス
リ
ン
グ
が
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
、柔
道
、体
操
と
並
ぶ

お
家
芸
な
の
で
、国
民
は
じ
め
関
係
者
の
期
待
は
大
き
い
。

「
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
の
父
」
と
い
わ
れ
、
今
や
伝
説
的
存

在
に
な
り
つ
つ
あ
る
本
校
Ｏ
Ｂ
の
八
田 

一 

朗
の
活
躍
が
面

白
い
。
彼
は
父
親
が
海
軍
兵
学
校
の
教
官
だ
っ
た
た
め
、

幼
少
時
は
江
田
島
、
呉
な
ど
軍
港
に
育
っ
た
。
厳
格
な

父
親
に
反
発
、い
た
ず
ら
っこ
で
よ
く
喧
嘩
を
し
て
い
た
と

い
う
。
旧
制
開
成
中
学
に
入
り
、
旧
制
海
城
中
学
に
編

入
、卒
業
し
た
。
中
学
4
年
の
時
に
10
人
ば
か
り
で
大
乱

闘
。
そ
の
後
、自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
本
格
的
に
柔
道

を
始
め
た
。
そ
し
て
早
稲
田
大
学
へ
進
学
、
１
９
３
２
年

に
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
を
卒
業
。
在
学
中
に
仲

間
と
作
っ
た
レ
ス
リ
ン
グ
部
が
日
本
の
レ
ス
リ
ン
グ
の
始
ま

り
と
な
る
。
当
時
は
「
レ
ス
リ
ン
グ
は
柔
道
よ
り
格
下
」

１
９
８
３
年
4
月
）。
40
年
近
く
の
長
き
に
わ
た
り
会
長

を
務
め
、
そ
の
強
烈
な
個
性
と
カ
リ
スマ
性
で
日
本
を
世

界
に
互
し
て
戦
え
る
レ
ス
リ
ン
グ
王
国
に
築
き
上
げ
た
。

戦
後
は
指
導
者
に
軸
足
を
置
く
よ
う
に
な
り
、

海
外
遠
征
の
経
験
か
ら
、外
国
選
手
の
練
習
方
法

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。
彼
の
指
導
法
は「
八

田
イ
ズ
ム
」
と
も
呼
ば
れ
ス
パル
タ
的
な
も
の
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
備
え
、
不
屈
の
精
神
力
を
涵
養
し
技
術

を
磨
く
。
ス
パル
タ
訓
練
が
連
日
連
夜
代
表
選
手

に
課
せ
ら
れ
た
。
こ
の
猛
訓
練
は
マ
ス
コ
ミ
の
注

目
を
集
め
、
恐
怖
の
厳
罰
「
剃
る
ぞ
‼
」と
い
う

言
葉
が
紙
面
を
賑
わ
せ
、
当
時
の
流
行
語
に
も

な
っ
た
。

て
邁
進
し
て
行
く
こ
と
だ
と
思
う
。

（
石
原
長
夫
）

こ
の
人
も
そ
の 

一 

人
だ
ろ
う
。
情
報
化
時

代
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
や
や
も
す
れ
ば
風
化
し
て

し
ま
い
が
ち
な
ご
時
世
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
元

教
師
目
良
誠
二
郎
さ
ん
を
訪
問
し
た
。
あ
の

自
称
「
髭
彦
」
先
生
で
あ
る
。
当
時
と
いって

も
数
年
前
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
生
徒
た
ち
か

ら
惜
し
ま
れ
つ
つ
退
職
さ
れ
た
先
生
だ
。
私

は
こ
の
先
生
が
40
年
間
在
籍
中
の
生
徒
で
な

い
の
で
知
ら
な
い
。

画
期
的
な「
海
城
新
聞
」

そ
の
知
ら
な
い
私
が
気
が
付
い
た
の
は
「
海

城
新
聞
」
の
顧
問
？
か
な
ん
か
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
掲
載
さ
れ
た
覚
え
が
あ
っ
た
。
こ
の
新
聞

は
昭
和
21
年
に
発
行
、平
成
４
年
ま
で
続
い
た
。

そ
の
翌
年
、同
窓
会
会
報
「
海
原
」が
復
刊
し

た
。
つ
ま
り
海
城
新
聞
は
会
報
「
海
原
」
の

穴
埋
め
に
な
って
い
た
と
思
って
も
お
か
し
く

な
い
思
う
。

今
思
い
出
し
て
も
画
期
的
な
新
聞
で
、
論

説･

政
治･

社
会･

文
化･

学
芸
な
ど 

一 

般
の

新
聞
な
み
で
社
会
的
評
価
が
高
か
っ
た
。
こ

の
新
聞
に
後
半
関
わ
って
い
た
の
が
目
良
先
生

だ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ベン
･
シ
ャ
ー
ン
と
髭
彦
先
生

部
屋
に
入
っ
た
。
目
に
飛
び
込
ん
だ
絵
が

あ
っ
た
。
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
風
の
作
品
は
リ
ト
ア

ニ
ア
出
身
の
ア
メ
リ
カ
人
で
社
会
派
画
家
の
ベ

ン
・
シ
ャ
ー
ン
の
「peace

」。
線
が
不
思
議
な

形
に
浮
か
び
上
が
る
鳩
の
絵
の
リ
ト
グ
ラ
フ
作

品
で
あ
る
。

因
み
に
こ
の
画
家
は
水
爆
実
験
で
被
災
さ

れ
た
第
5
福
竜
丸
シ
リ
ー
ズ
を
描
い
て
い
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
な
ぜ
書
く
の
か
と
い
う
と
特

性
を
持
つ
髭
ず
ら
先
生
の
風
貌
が
思
惟
を
表

し
て
い
る
か
ら
だ
。
つ
い
で
に
髭
ず
ら
の
事
を

聞
く
と
「
私
が
ト
ッ
プ
を
切
って
髭
ず
ら
に
し

た
ん
だ
。
そ
の
あ
と
小
林
先
生
も
・・・
」（
笑
）

お
邪
魔
し
た
日
は
う
っ
す
ら
し
た
髭
だ
っ
た
。

ち
ょっ
と
淋
し
か
っ
た
。
髭
は
生
来
の
も
の
だ
、

遠
慮
は
無
用
（
笑
）。

カ
メ
ラ
片
手
に

そ
の
後
の
髭
彦
先
生
の
消
息
を
知
っ
た
の
は

facebook

で
活
躍
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

ベン･

シ
ャ
ー
ン
じ
ゃ
な
い
が
心
底
「
平
和
」

を
愛
し
、毎
週
金
曜
日
「
脱
原
発
」を
唱
え
る

姿
は
敬
意
に
値
す
る
。
机
上
論
で
は
な
く
動

く
人
間
に
は
頭
が
下
が
る
。

カ
メ
ラ
片
手
に
自
然
を
見
つ
め
、
あ
る
時
は

社
会
を
見
つ
め
、
高
ま
る
動
機
に
ポ
エ
ム
を
詠

う
。
な
ん
と
髭
彦
先
生
に
賛
同
す
る
ネ
ッ
ト

訪
問
者
は
十
万
人
に
及
ぶ
と
言
う
。

い
ま
何
を
す
べ
き
か

終
始
雑
談
ば
か
り
だ
っ
た
。
姿
を
見
る
だ

け
で
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
た
。
海
城
に
も
こ
う

い
う
先
生
が
い
て
そ
の
後
の
教
え
子
た
ち
は

背
中
に
名
誉
と
誇
り
を
背
負
って
歩
ん
で
い
る

に
違
い
な
い
。「
も
う
じ
き
70
歳
に
な
る
ん
で

す
。
今
何
を
す
べ
き
か
、最
後
ま
で
等
身
大
の

生
き
方
を
し
て
、そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
を
歌

え
た
ら
と
思
って
い
ま
す
」。

そ
れ
に
し
て
も
海
城
自
慢
の
忘
れ
る
こ
と
の

な
い
先
生
が
ま
た 

一 

人
増
え
た
。（
山
本
満
男
）

カ
メ
ラ
片
手
に
自
然
･
社
会
を

見
つ
め
る
目
良
誠
二
郎
さ
ん
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久
の々
対
面
で
あ
っ
た
。
昔
と

変
わ
ら
な
い
風
貌
に
、懐
か
し
さ

が
わ
き
上
が
って
き
た
。

自
然
の
景
観
を
損
な
わ
な
い

閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
お

住
ま
い
に
は
、随
所
に
季
節
を
感

じ
さ
せ
る
、
ふ
と
心
和
む
よ
う

な
品
々
が
置
か
れ
る
癒
し
の
空

間
が
あ
っ
た
。

平
和
への
情
熱
は
以
前
よ
り

強
く
、
話
さ
れ
る
言
葉
は
、
落

ち
着
い
て
静
か
な
中
に
も
重
厚

か
つ
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
も
の
が

あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、自
分
の
心
と
素

直
に
向
か
い
合
い
、
自
ら
の
思
い

を
発
信
で
き
る
先
生
で
あ
っ
て

欲
し
い
。

（
昭
和
49
年
卒   

佐
久
間
雅
彦
）

取
材
に
同
行
し
て
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あ
の
人の

人

こ

が
都
立
の
高
等
学
校
で
あ
ろ
う
と
私
学
の

名
門
で
あ
ろ
う
と
相
手
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

先
輩
は
同
伴
さ
れ
、
私
ど
も
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
試
合
を
す
る
と
き
は
レ
フ
リ
ー
な
ど
を

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
先
輩
は
早
稲
田

大
学
の
本
流
ラ
グ
ビ
ー
部
の
二
部
ま
で
進
ま

れ
た
方
で
、
故
大
西
鉄
之
助
先
生
の
知
友

で
も
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

今
ま
で
の
ダ
ラ
ダ
ラ
と
ハ
イ
パン
ト
を
あ
げ
、

ゲ
ロ
を
吐
く
ま
で
す
る
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
い
か

に
勝
利
を
挙
げ
る
の
か
と
い
う
「
早
稲
田

大
学
流
の
組
織
プ
レ
ー
」。
私
共
子
供
た
ち

の
目
か
ら
は
「
近
代
ラ
グ
ビ
ー
」
に
み
え
ま

し
た
。



本
年
度
の
海
原
会
総
会
は
６
月
第
1
土
曜
日
の
１
日
に

母
校
海
城
学
園
の
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は

３
０
０
名
近
く
ほ
ぼ
満
員
の
状
態
。
最
初
に
徳
光
和
夫
会

長
（
Ｓ
34
）が
挨
拶
さ
れ
、
海
原
会
の
現
状
と
各
活
動
の
構

想
を
語
り
タ
テ
、ヨ
コ
の
繫
が
り
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
古
賀
喜
博
理
事
長
（
Ｓ
33
）が
挨
拶
さ
れ
、数
年
後
に
迫
っ

た
１
２
５
周
年
へ
の
取
り
組
み
と
、
海
原
会
の
豊
富
な
人
材

が
持
つ
力
を
後
輩
の
た
め
に
提
供
し
て
頂
き
た
い
と
学
園

教
育
へ
の
協
力
を
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
進
行
で
は
予
算
、決
算
、活
動
状
況
の
報
告
、承
認
の

あ
と
、現
在
会
則
の
改
定
を
審
議
中
で
あ
る
こ
と
と
新
年
度

の
人
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
恒
例
と
な
り
ま
し

た
卒
業
年
度
表
彰
で
は
、卒
業
か
ら
60
年
に
あ
た
る
昭
和
28

年
卒
業
生
以
下
、昭
和
38
年
（
50
年
）、昭
和
48
年
（
40
年
）、

昭
和
58
年
（
30
年
）、
平
成
５
年
（
20
年
）
の
各
対
象
年
卒

業
生
へ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
現
役
生
徒
の
吹
奏
楽
団
の
演
奏
と
校
歌
を
斉
唱

し
た
あ
と
、
場
所
を
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
移
し
て
親
睦
会
と
な

り
ま
し
た
。
乾
杯
の
音
頭
を
出
席
者
の
中
で
最
長
老
、御
年

1
0
1
歳
の
清
水
秀
雄
さ
ん
（
S
4
）
に
取
っ
て
頂
き
、
会

場
は
世
代
を
超
え
た
歓
談
の
輪
が
い
く
つ
も
で
き
ま
し
た
。

中
締
め
は
今
春
卒
業
し
た
最
年
少
の
木
元
隆
雄
さ
ん
（
Ｈ

25
）に
元
気
良
く
万
歳
三
唱
発
声
し
て
頂
き
、
無
事
終
了
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
原
長
夫
）

第
92
回

海
原
会
総
会は

、
な
す
べ
く
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
頂
く
と
い
う
意
味
で
、
例
え
ば
ゴ

ル
フ
会
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
見
学

会
と
か
と
いっ
た
も
の
を
今
後
も
進
め

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

と
同
時
に
併
せ
て
海
原
会
報
の
充
実

も
図
って
ゆ
き
た
い
と
思
って
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
ご
参
加
頂
け
た
ら
と
思
って
お

り
ま
す
。

皆
さ
ん
今
日
は
、今
日
は
多
く
の
皆

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ

れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
す
ま
す
海
城
学
園
は
グ
レ
ー
ド
が

高
く
な
り
、
知
名
度
が
上
がって
参
り

ま
し
て
先
輩
と
し
て
こ
れ
程
嬉
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
先
輩

と
し
て
余
り
大
し
た
こ
と
を
や
って
い

な
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
先
輩
達
と
い

た
し
ま
し
て
も
恥
じ
な
い
先
輩
生
活

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
そ
の
こ

と
を
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
な
が

ら
本
日
ま
で
や
って
参
り
ま
し
た
。

さ
て
海
原
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

学
園
創
立
1
2
5
周
年
に
向
け
ま
し

て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
な
ん
と
か
寄
付
と

い
う
形
で
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
って
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ソ
フ
ト

の
面
で
は
海
原
会
の
ヨ
コ
の
繋
が
り
は

確
固
た
る
も
の
に
な
って
き
ま
し
た
が

惜
し
む
ら
く
は
タ
テ
の
繋
が
り
、
つ
ま

り
若
い
人
達
と
の
繋
が
り
、
こ
れ
が
ま

だ
ま
だ
充
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う

な
意
味
合
い
か
ら
い
ま
我
々
が
提
案
い

た
し
て
お
り
ま
す
の
は
、
海
原
会
が
よ

り
大
き
な
組
織
に
な
る
の
で
は
な
く
、

事
務
局
的
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
と
い
い
ま
し
ょ
う

か
、
地
域
で
集
ま
る
と
か
同
じ
職
種
、

近
い
業
種
の
方
々
が
作
る
海
原
会
を

提
唱
し
て
参
り
ま
し
て
、も
う
動
き
始

め
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
1
点
、
息
子
さ
ん

が
海
城
学
園
を
卒
業
し
た
後
も
生
徒

の
父
母
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
何
ら

か
の
集
ま
り
を
持
ち
た
い
と
いっ
た
動

き
が
ご
ざ
い
ま
す
。
海
原
会
と
し
て

も
是
非
そ
う
言
っ
た
御
父
兄
の
皆
様

方
と
の
繋
が
り
を
持
って
、
海
原
会
が

受
け
皿
に
な
れ
ば
と
、
いっ
た
様
に
考

え
て
い
ま
す
。

他
に
も
海
原
会
と
い
た
し
ま
し
て

平
成
25
年

徳
光
和
夫
会
長
挨
拶

多
角
的
な
分
科
会
が
創
る
海
原
会
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輩
の
た
め
に
ご
提
供
い
た
だ
き
、
母
校

の
教
育
に
ご
協
力
頂
き
た
く
期
待
い

た
し
ま
す
。

現
在
、
創
立
1
2
5
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、校
舎
建
設
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
理
科
教
育
の
充
実
発
展
を

中
心
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、今

後
計
画
の
進
捗
状
況
に
応
じ
内
容
を

お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

海
原
会
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

海
原
会
総
会
の
開
催
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年
6
月
第
１
土

曜
日
に
、
こ
の
よ
う
に
多
数
の
会
員
の

方
々
が
母
校
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
は
、
海
原
会
の 

一 

員
と
し
て

大
き
な
誇
り
で
あ
り
ま
す
し
、ま
た 

一 

方
、母
校
を
お
預
か
り
し
て
お
り
ま
す

教
職
員
の 

一 

員
と
い
た
し
ま
し
て
、
と

て
も
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

徳
光
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様

方
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

母
校
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
、
特

に
教
育
環
境
は
、
年
を
追
って
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化

の
影
響
に
よ
る
就
学
人
口
の
全
国
的

な
減
少
、
公
立
学
校
の
な
り
ふ
り
構

わ
ぬ
変
化
、政
治
経
済
の
長
年
に
わ
た

る
低
迷
に
よ
る
国
力
の
低
下
等
々
、明

る
い
話
題
が
年
々
少
な
く
な
って
き
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
、

多
く
の
私
立
学
校
が
志
願
書
の
減
少

に
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
が
、母
校
は
例

外
的
に
優
秀
な
志
願
者
を
増
や
し
て

い
る
学
校
の
ひ
と
つ
で
す
。

卒
業
生
の
築
か
れ
た
伝
統
の
下
に

優
秀
な
生
徒
が
集
い
、
優
秀
な
教
職

員
に
よ
る
良
質
な
教
育
が
実
現
し
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
中
高
完
全 

一 
貫
制
教
育
の

完
成
、
海
外
の
文
化
を
経
験
し
て
き

た
帰
国
生
の
本
格
的
な
入
学
、
ド
ラ

マ
・
イ
ン
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョン
や
プ
ロ

ジェク
ト
ア
ド
ベン
チ
ャ
ー
な
ど
に
象
徴

さ
れ
る
先
進
的
な
教
育
への
取
り
組

み
等
、
母
校
海
城
は
更
に
進
化
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

将
来
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き

る
人
材
は
、
学
力
だ
け
で
無
く
人
間

力
が
問
わ
れ
ま
す
。「
フェア
な
精
神
」

や
「
思
い
や
り
の
心
」の
よ
う
な
人
間

と
し
て
の
力
は
、
教
科
書
か
ら
学
だ
け

で
無
く
、
人
生
の
先
輩
の
言
葉
や
生

き
方
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
で
す
。

海
原
会
は
、
学
園
に
とって
大
切
な

財
産
で
す
。そ
し
て
海
原
会
は「
人
財
」

の
宝
庫
で
す
。
会
員
皆
様
方
の
豊
富

な
ご
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
力
を
、
後

平成24年度活動報告
（平成24年4月1日〜平成25年3月31日）

平成25年度活動計画
（平成25年4月1日〜平成26年3月31日）

４
月

07日 編集会議
21日 合同委員会・常任幹事会、 編集会議
28日 編集会議

13日 編集会議、 海原会GOLF会会議
20日 編集会議
27日 会計監査

５
月

06日 海城吹奏楽団演奏会鑑賞
07日 会報35号発行
12日 広報委員会・総務企画委員会
15日 広報委員会（パスワード変更）
28日 総務企画委員会
30日 総務企画委員会

01日 会報37号発行
08日 海原会専用回線敷設
11日 ブランディング部会、 常任幹事会
15日 広報委員会（パスワード変更）
25日 総務企画委員会

６
月

02日 海原会総会
23日 ブランディング部会

01日 海原会総会

７
月

12日 夏の高校野球応援
14日 広報委員会
28日 海原会サロン部会会議、 海原会GOLF会会議

夏の高校野球応援
広報委員会
海原会サロン部会会議

27日 海原会GOLF会大会申込〆切

８
月

25日 海原会サロン部会会議、 海原会GOLF会会議 海原会サロン部会会議
24日 海原会GOLF会会議

９
月

15・16日 海原会サロン
29日 編集会議

14・15日 海原サロン
 編集会議

10
月

12日 海原会GOLF会大会
20日 編集会議、 海原会GOLF会会議
25日 「無言館」ツアー

11日 海原会GOLF会大会
編集会議
見学会ツアー

11
月

10日 編集会議
17日 編集会議、 合同委員会・常任委員会
24日 編集会議

3日見学会ツアー
合同委員会・常任委員会
海原会GOLF会会議

12
月

01日 会報36号発行   1日 会報38号発行

1
月

26日 広報委員会、 ブランディング部会 広報委員会

２
月

2日 会計幹事会
16日 総務企画委員会

会計幹事会

３
月

02日 海原会GOLF会会議、ブランディング部会会議
02日 広報委員会、 編集会議
9日 編集会議

18日 卒業式にて祝辞・海原会賞授与
30日 常任幹事会

12日 常任幹事会
18日 卒業式にて祝辞・海原会賞授与

（各委員会・部会は適宜会議を開催）

平成24年度海原会活動報告及び平成25年度活動計画

収入の部 平成24年度予算 平成24年度決算 平成25年度予算 備考
永年会費 2,200,000 2,706,009 2,610,000 87名
年度会費 800,000 781,000 900,000 300名
入会金 3,760,000 3,753,000 3,750,000 375名
総会参加費 800,000 906,000 870,000 290名
その他収入 400,000 285,400 300,000 グッズ販売収入
寄付金 50,000 182,100 50,000
雑収入（利子） 1,871 5,000
合計 8,010,000 8,588,380 8,485,000

支出の部 平成24年度予算 平成24年度決算 平成25年度予算 備考
会議費 150,000 138,546 150,000
総会運営費 1,600,000 1,408,177 1,600,000
会報印刷発送費 4,680,000 4,711,287 4,700,000 20,500部
会報編集費 200,000 283,687 200,000
通信費 120,000 78,400 100,000
クラス会補助 100,000 80,000 100,000
後援活動補助 200,000 200,000 200,000 吹奏楽団後援
慶弔費 30,000 15,750 30,000
振替手数料 60,000 71,260 60,000
事務費 50,000 38,320 50,000
海原会賞 60,000 10,000 20,000 2名予定
総務費 0 31,100 50,000
広報活動費 250,000 116,449 100,000
ホームページ改定費 200,000 126,000 450,000
備品費 0 21,000 140,000
用品費 430,000 227,162 150,000
雑費 0 210 0
海原会参加費 280,000 257,339 280,000
予備費 0 0 0
寄付金 0 10,000 0
旅費交通費 0 3,000 0
雑損失 0 35,047 0
法人税等 0 80,400 80,400
合計 10,200,000 10,622,705 8,410,000

前年度繰越金 12,870,126 12,870,126 13,515,372
当年度過不足金 -400,000 645,246 24,600
次年度繰越金 12,470,126 13,515,372 13,539,972

平成24年度収支計算書及び平成25年度予算
（平成24年4月1日〜平成26年3月31日） 単位=円

古
賀
喜
博
理
事
長
挨
拶

人
生
の
先
輩
の
力
を
後
輩
の
た
め
に

9
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も
う
す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
海
原
会

グ
ッ
ズ
。
こ
れ
ら
の
同
窓
会
グ
ッ
ズ
な
ど
を
扱
って
い
る

の
が
海
原
会
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
会
で
す
。
海
原
会
の

対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
と
内
部
的
に
は
同
窓
生
と
し
て
の

意
識
向
上
に
結
び
付
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ツ
ー
ル
と
な
る
の
が
海
原
会
の
ロ
ゴ
の
入
っ
た
Ｔ
シ
ャツ
、

ポ
ロ
シ
ャツ
、帽
子
の
制
作
と
販
売
で
す
。

現
在
こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
会
を
運
営
は
青
木 

一 

雄
さ
ん
（
Ｓ
34
）
と
栗
原
敏
朗
さ
ん
（
Ｓ
34
）
と
関
野

龍 

一 

さ
ん
（
Ｓ
35
）
の
三
人
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
部
会
で

は
海
原
会
総
会
の

懇
親
会
の
場
を
は

じ
め
、
甲
子
園
を

目
指
す
野
球
大
会

の
会
場
、
秋
の
海

城
祭
・
海
原
会
サ

ロ
ン
、
さ
ら
に
ゴ
ル

フ
大
会
へ
出
か
け
て

グ
ッ
ズ
の
販
売
を
し

て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
努
力
も

あ
って
海
原
会
グ
ッ
ズ
も
同
窓
生
や
父
兄

の
皆
さ
ん
に
普
及
し
、海
原
会
の
関
係
イ

ベン
ト
に
そ
ろ
って
帽
子
を
か
ぶ
って
き
た

り
、Ｔ
シ
ャツ
、ポ
ロ
シ
ャツ
を
着
て
く
る
人

た
ち
も
増
え
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ

部
会
で
は
今
後
さ
ら
に
同
窓
の
絆
を
強

め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
グ
ッ
ズ
の
販
売
の
ほ

か
様
々
な
イ
ベン
ト
と
組
ん
で
の
活
動
を

展
開
し
て
行
く
計
画
で
す
。
お
手
伝
い

頂
け
る
方
ぜ
ひ 

一 

緒
に
や
って
み
ま
せ
ん

か
？
海
原
会
事
務
局
へご 

一 

報
く
だ
さ
い
。

（
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ
部
会
）

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
会

奮
戦
記

海原会グッズ通信販売
海原会グッズはＦＡＸやメール、ホームページでの注文もお受けしています。氏名・送付先・
電話番号・ご希望のグッズの品番・個数をご連絡ください。
お支払いはグッズに同梱した振込用紙にてお支払いください。
※会報に同封されている振込用紙はグッズ代金の支払いには使用しないでください。
HP :  http://www.unabarakai.jp
FAX : 03-6233-9641

キャップ（３種）
品番	 種類	 価格
Ｃ１	 青白	 1200円
Ｃ２	 青	 1200円Ｔシャツ（ＫＳと錨のエンブレム２種）

品番	 種類	 価格
Ｔ１	 Ｔシャツ（大きめのＬサイズ）ＫＳ	 1000円
Ｔ２	 Ｔシャツ（大きめのＬサイズ）錨	 1000円

ポロシャツ（ＫＳと錨のエンブレム２種）
品番	 種類	 価格

Ｐ１	 ポロシャツ（Ｌサイズ）ＫＳ	 2000円
Ｐ２	 ポロシャツ（Ｌサイズ）錨	 2000円

※ホームページはトップページ右上の「海原会
へのお問い合わせ・ご連絡」からお進みください。
※別途、送料がかかります。

ナスカイ
だより那

須
高
原
海
城
中
学・高
等
学
校
教
頭

塩
田
顕
二
郎

11
月
20
日
（
金
）、
キ
ャ
リ
ア
教
育

講
演
会
が
開
か
れ
、
私
と
同
級
生
で

中
学
時
代
に
は
と
も
に
軟
式
テニス
部

だ
っ
た
木
邑
健
太
郎
さ
ん
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
現
在
、木
邑

さ
ん
は
青
梅
市
立
総
合
病
院
で
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
で
医
長
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、救
命
救
急
医
に
な
る
ま

で
の
道
の
り
は
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
木
邑
さ
ん
は
、東
大
文
科

二
類
に
現
役
で
合
格
す
る
ほ
ど
中
高

時
代
は
「
勉
強
の
虫
」で
し
た
。
し
か

し
、東
大
に
入
る
と
い
わ
ゆ
る
「
燃
え

尽
き
症
候
群
」
に
な
って
し
ま
い
、
学

生
時
代
は
漠
然
と
４
年
間
を
過
ご
し

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
ま
ま
大
手
企
業
に
就
職
。
３
年
目

に
は
財
務
部
の
IR
（
株
式
市
場
・
資

本
市
場
向
け
の
財
務
広
報
）
担
当
と

し
て
、国
内
・
海
外
向
け
に
企
業
情
報

の
発
信
を
す
る
仕
事
に
つ
き
、世
界
を

飛
び
回
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
金
融
の
プ
ロ
フェッ
ショ
ナ
ル
を
相

手
と
す
る
な
か
で
、自
分
の
力
不
足
を

痛
感
、「
お
金
」相
手
の
仕
事
で
は
な
く
、

「
人
間
」
と
向
き
合
う
仕
事
が
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

こ
で
、多
忙
な
仕
事
の
合
間
に
受
験
勉

強
を
は
じ
め
、
見
事
２
０
０
０
年
に
信

州
大
学
医
学
部
に
合
格
。
27
歳
か
ら

の
再
出
発
で
し
た
が
、
東
大
で
の
４
年

間
を
取
り
戻
す
べ
く
猛
勉
強
を
し
て
、

晴
れ
て
長
野
で
医
師
人
生
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、救
命
医
学
の
分

野
に
進
む
決
心
を
さ
れ
、
ド
ク
タ
ーヘ

リ
の
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
も
経
験
さ
れ

ま
す
。
そ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
長
野
の

空
を
飛
び
回
って
い
る
頃
に
木
邑
さ
ん

か
ら
私
の
と
こ
ろ
に
メ
ー
ル
が
届
い
た

の
で
す
。
こ
の
メ
ー
ル
こ
そ
が
今
回
の

講
演
の
き
っか
け
で
し
た
の
で
、 一 

部
ご

紹
介
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
子
供
が
で
き
る
と
、

「
教
育
」
と
い
う
こ
と
に
直
面
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
あ
る
週
刊
誌

の
見
出
し
に
「
東
大
ま
で
の
人
、東
大

か
ら
の
人
」
と
い
う
文
言
を
見
つ
け
ま

し
た
。
東
大
経
済
学
部
を
卒
業
し
な

が
ら
、
医
者
な
ん
ぞ
や
って
お
る
僕
は

「
東
大
ま
で
の
人
」
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

父
と
し
て
、
子
供
た
ち
に
も
同
じ

「
燃
え
尽
き
」体
験
は
さ
せ
た
く
な
い
、

そ
の
た
め
に
は
ど
う
い
う
教
育
が
い
い

の
か
、真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
ふ
らっと
那
須

海
城
の
HP
を
見
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
那
須
高
原
海
城
の
「
未
来
構

想
支
援
機
構
」の
記
事
。「
大
学
の
そ

の
先
」
な
ん
て
、
僕
は
考
え
て
も
い
な

かっ
た
。
東
大
に
入
れ
ば
、そ
れ
で「
勝

ち
組
」
人
生
が
約
束
さ
れ
る
の
だ
と

思
って
い
ま
し
た
。

恥
ず
か
し
い
話
で
す
け
ど
…
…
。

で
も
現
実
の
世
界
は
そ
ん
な
甘
く
な

かっ
た
。
そ
し
て
、
自
ら
の
失
わ
れ
た

時
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
僕
は
大
変

な
努
力
を
強
い
ら
れ
た
。「
大
学
の
そ

の
先
の
夢
」
を
見
据
え
た
教
育
。
こ

の
と
こ
ろ
の
自
分
の
悩
み
に 

一 

つ
の

答
え
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
・
・
・
・
・
・

高
校
卒
業
以
来
会
って
い
な
か
っ
た

旧
友
か
ら
の
メ
ー
ル
。
ぜ
ひ
、
木
邑
さ

ん
の
「
経
験
」と
「
後
悔
」を
生
徒
に

語
って
欲
し
い
と
お
願
い
し
、
よ
う
や

く
実
現
し
た
の
で
す
。

講
演
で
は
「
大
学
の
そ
の
先
」
と
い

う
演
題
で
、
こ
れ
ま
で
の
木
邑
さ
ん
の

半
生
か
ら
「
大
学
に
入
る
こ
と
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
、
大
学
に
入
って
何
を
す

る
か
が
大
切
だ
」と
い
う
こ
と
や
、そ
の 

一 

方
で
「
中
高
時
代
の
勉
強
の
蓄
積
が

自
分
の
助
け
に
な
っ
た
の
で
、
ま
だ
将

来
の
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
持
て
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
目
の
前
の
勉
強
を
し
っ

か
り
や
る
こ
と
も
大
切
だ
」と
中
高
生

に
90
分
熱
く
語
って
も
ら
い
、
そ
の
思

い
は
ナ
ス
カ
イ
生
の
胸
に
も
響
い
た
よ

う
で
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
　

「
大
学
の
そ
の
先
」
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ピ
ー
チ
。
自
分
自
身
や
家
族
の
近
況
。
健

康
問
題
な
ど
が
主
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
多

少
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
平
均
年

齢
を
ク
リ
ア
ー
し
た
こ
と
も
あ
って
、あ
る
意

味
で
は
達
成
感
さ
え
漂
って
い
た
。
と
も
あ

れ
、
談
笑
の
輪
が
あ
ち
こ
ち
に
広
が
り
、
今

年
も
、
ま
こ
と
に
楽
し
き
3
時
間
で
は
あ
っ

た
。「
7
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
を
見
よ

う
や
」と
い
う
の
が
合
言
葉
と
な
っ
た
が
、
さ

し
あ
た
り
皆
ん
な
達
者
で
、来
年
も
出
来
る

だ
け
多
く
の
仲
間
と
会
い
た
い
も
の
だ
。

そ
し
て
最
後
に
松
平
新
太
郎
君
の
音
頭

で
海
城
校
歌
を
斉
唱
。
全
員
、
歌
詞
を
片

手
に
大
声
を
張
り
あ
げ
た
。（
梅
沢
喬
二
）

市
ヶ
谷
･
私
学
会
館
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」

７
Ｆ
に
集
ま
っ
た
。
２
･
３
年
前
か
ら
帰
る

時
間
を
考
慮
し
て
早
め
の
宴
会
に
し
て
い
る
。

そ
ん
な
事
は
ど
こ
吹
く
風
、
き
の
う
会
っ
た

か
の
よ
う
に
昔
の
若
者
が
お
互
い
に
声
を
掛

け
る
。
学
校
出
て
か
ら
60
年
時
が
経
つ
の

は
早
い
。
も
う
傘
寿
を
迎
え
た
。
例
に
よ
っ

て
近
況
報
告
書
を
配
布
、こ
の
齢
で
全
員
集

ま
る
の
は
無
理
だ
が
、
70
人
近
い
仲
間
の
消

息
に 

一 

喜 

一 

憂
。
宴
た
け
な
わ
、 一 

人
ひ
と

り
の
ス
ピ
ー
チ
に
、
思
い
出
が
駆
け
巡
り
尽

き
る
事
が
な
い
。
時
間
が
オ
ー
バ
ー
。
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
事
が
出
来
た
。
み
ん

な
健
康
で
い
て
ほ
し
い
。

出
席
者　
糸
井
洋 

一 

･
上
原
繁
･
川
崎
欣

二
･
金
子
五
郎
･
鮫
島
弘
周
･
坂
本
誠 

一 
･
東
海
林
靖
男
･
砂
田
郁
郎
･
高
田
定
男

･
塚
田 
一 
雄
･
中
嶋
明
･
中
島
弘
･
中
嶋

可
明
･
山
本
満
男　
　
　
　
（
山
本
満
男
）

海
原
二
五
会

明
年
は
入
学
70
周
年

恒
例
の
昭
和
25
年
高
卒
同
期
会
を
10
月

22
日
、南
青
山
の
「
う
す
け
ぼ
ー
」で
開
催
。

参
加
者
24
名
。

今
年
か
ら
昼
間
の
開
催
に
切
り
か
え
た
。

午
後
1
時
、
尾
上
武
朗
君
の
司
会
で
開
催
。

先
に
旅
立
っ
た
多
く
の
仲
間
の
冥
福
を
祈

り
、冥
福
を
捧
げ
た
あ
と
、秋
山
哲
児
君
の

乾
杯
の
音
頭
で
宴
に
入
る
。

第
2
次
大
戦
も
末
期
の
昭
和
19
年

（
1
9
4
4
年
）、
旧
制
、
海
城
中
学
入
学

の
わ
れ
わ
れ
は
、
明
年
に
は
節
目
の
70
年
目

を
迎
え
る
。
そ
の
間
、未
曾
有
の
大
変
な
激

動
の
時
代
を
乗
り
切
って
き
た
。
仲
間
の
ほ

と
ん
ど
が
筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
人
生
経
験

を
味
わ
っ
た
。
で
も
、ま
だ
多
く
の
「
戦
友
」

た
ち
が
八
十
路
を
懸
命
に
歩
み
つ
つ
あ
る
。

だ
が
そ
の
前
途
は
、険
し
さ
を
増
す
。

こ
の
日
、
名
古
屋
か
ら
野
球
部
主
将
だ
っ

た
飯
田
耕
作
君
、
仙
台
か
ら
高
橋
博
君
も

か
け
つ
け
足
元
不
如
意
の
白
井
亭
二
君
は

奥
さ
ん
同
伴
で
出
席
し
た
。

宴
た
け
な
わ
、
1
人
づ
つ
ショ
ー
ト
・
ス

海
原
二
七
会

学
校
出
て
か
ら
六
〇
年

恒
例
の
同
期
会
を
開
催
し
た
。

同期会
クラス会
だより

海
原
二
三
四
会

古
を
和
や
か
に
振
り
返
る

本
年
5
月
18
日
（
土
）、
わ
が
海
原

二
三
四
会
は
有
楽
町
に
あ
る
外
国
特
派
員

協
会
で
同
期
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

わ
が
学
年
は
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が

昭
和
23
年
3
月
に
旧
制
中
学
校
（
5
年
）

を
最
後
に
卒
業
し
た
者
と
、
翌
昭
和
24
年

3
月
に
新
制
高
校
第
1
回
の
卒
業
生
と

な
っ
た
者
の
学
年
で
す
。
現
在
の
年
令
は

82
才
ま
た
は
83
才
に
な
って
い
る
た
め
、
恩

師
は
全
て
他
界
さ
れ
、我
々
17
名
が
集
ま
り
、

古い
に
し
えを

和な
ご

や
か
に
振
り
返
り
、
お
互
い
の
健

康
を
願
い
な
が
ら
次
回
の
会
合
を
約
束
し

て
散
会
し
ま
し
た
。

わ
が
海
原
二
三
四
会
小
生
が
教
員
と
し

て
母
校
に
戻
って
か
ら
今
日
ま
で
同
期
会
の

幹
事
を
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
昭
和
23
年
卒　
大
貫
金
吾
）

海
原
二
八
会

男
で
も
な
く
女
で
も
な
く

卒
業
し
て
60
年
、
こ
の
と
こ
ろ
2
回
続
け

て
出
席
し
た
同
期
会
で
し
た
。
昨
年
は
海
原

会
総
会
へも
。
ま
た
、
先
輩
た
ち
と
長
野
無

言
館
、デッ
サン
館
を
め
ぐ
り
、帰
り
に
、別
所

温
泉
で 

一 

泊
、
同
期
の
蒲
田
泰
子
さ
ん
と
旧

交
を
あ
た
た
め
ま
し
た
。

徐
に々
居
な
く
な
る
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
に

ち
ょっぴ
り
不
安
を
。
誰
さ
ん
の
顔
が
見
え

な
い
、
如
何
し
た
の
か
・
・
。
元
気
か
な
と

も
。
ど
う
し
て
も
女
の
方
が
長
生
き
？　
我

が
学
年
の
ホ
ー
プ
、
憧
れ
て
い
た
海
城
の
ミ
ス

タ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ンツ
も
調
子
が
悪
い
と
、
顔
見

ら
れ
ず
で
・
・
な
ど
な
ど
。
私
達
学
年
だ
け

に
い
る
女
子
数
人
、最
早
老
年
、男
で
も
女
で

も
な
く
人
間
と
し
て
触
れ
あ
って
い
き
た
い
で

す
。
そ
ん
な
触
れ
あ
い
が
出
来
た
ら
と
、想
い

つつ
会
を
思
い
や
って
い
ま
し
た
。
爽
や
か
な
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第
１
、２
回　
昭
和
62
年
同
期
会

有
志
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

３
月
の
同
期
会
飲
み
（
於
：
海
城
カ
フェ

テ
リ
ア
）
か
ら
２
ヶ
月
あ
ま
り
、
今
度
は
同

期
会
コンペで
昭
和
62
年
卒
有
志
が
再
集
合

し
ま
し
た
。
今
ま
で
も
仲
間
内
で
集
ま
って

ゴ
ル
フ
と
い
う
の
は
何
度
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
き
ち
ん
と
し
た
コンペの
形
式
を
とっ
た

の
は
お
そ
ら
く
初
め
て
で
す
。

３
組
12
人
で
の
コ
ン
ペ
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
初
回
は
控
え
め
の
参
加
７
名
。
栄

え
あ
る
第
１
回
コン
ペ
を
制
し
た
の
は
森
功

有
く
ん
で
し
た
。

第
２
回
コン
ペ
は
9
月
16
日
（
月
）
の
予

定
で
し
た
が
台
風
の
直
撃
で
延
期
し
、10
月

27
日
（
日
）
に
集
ま
れ
る
も
の
だ
け
集
ま
っ

た
ラ
ウ
ン
ド
も
大
雨
中
断
。
天
気
に
恵
ま

れ
な
かっ
た
も
の
の
、11
月
24
日
（
日
）に
よ

う
や
く
実
現
。
第
２
回
は
景
山
昇 

一 

く
ん

が
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

当
コンペの
参
加
資
格
は
「
昭
和
62
年
海

城
高
校
卒
」
で
す
。
参
加
希
望
の
方
は
海

原
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
海
原
会
への
お
問

い
合
せ
・
ご
連
絡
」か
f
a
c
e
b
o
o
k
の

「
海
城
高
校
1
9
8
7
（
昭
和
62
）
年
卒

業
同
期
会
」か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
国
井
信
男
）

思
い
ま
す
。
来
年
も
元
気
で
明
る
い
笑
顔
で

の
再
会
を
誓
い
校
歌
斉
唱
。
中
締
め
は
元
気

よ
く
豊
島
君
の
三
本
エ
ー
ル
。1
本
目
は
学
園
、

2
本
目
は
同
期
の
古
賀
理
事
長
、
3
本
目
は

我
三々
三
会
同
期
と
締
め
て
散
会
し
た
。

　
　
　
　

           　

(

前
田
昌
則)

ま
で
に
は
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

又
、昨
年
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
ゴル
フコンペ

以
降
、
同
期
会
の
ゴル
フコンペ
が
盛
ん
に
な

り
、本
年
も
3
月
29
日
に
茨
木
県
の
浅
見
カ

ン
ト
リ
ー
で
開
催
し
5
月
20
日
に
も
開
催

し
ま
し
た
。

同
期
の
皆
様
、同
期
会
の
会
合
や
ゴルフコ

ンペ
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
出
席
者
は
写
真
の
左
後
列
か
ら

鵜
殿
幸
夫
、丹
羽
秀
夫
、横
井
信 

一 

、井
戸

正 

一 

、宇
井
世
紀
、角
田
純 

一 

、西
村
尚
士
、

田
崎
祐
輔
、岡
善
弘
で
テ
ー
ブ
ル
前
に
座
って

い
る
左
か
ら
川
瀬
幸 

一 

、照
井
耕
之
助
の
11

名
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
川
瀬
幸 

一 

）

海
原
三
九
会　
同
期
会

卒
50
周
年
に
向
け
て

4
月
19
日
（
金
）
に
毎
年
恒
例
の
同
期

会
神
楽
坂
の
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
今
年
の
話
題
は
来
年
の
海
原

会
総
会
で
祝
卒
業
50
周
年
表
彰
の
こ
と
で
、

記
念
に
母
校
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
な
い
か

や
表
彰
当
日
に
記
念
に
な
る
よ
う
な
サ
プ

ラ
イ
ズ
は
出
来
な
い
か
な
ど
で
大
変
盛
り

上
が
り
、今
年
の
海
原
会
同
窓
会
に
参
加
し

て
状
況
に
あ
っ
た
内
容
を
年
末
の
忘
年
会

海
原
三
三
会

創
立
1
2
5
年
に
喜
寿
を
祝
お
う

晩
秋
と
い
う
よ
り
初
冬
を
思
わ
せ
る
日
が

あ
り
、
昨
今
の
気
候
は
暦
通
り
に
進
ん
で
く

れ
ま
せ
ん
。
恒
例
の
三
三
会
を
母
校
カ
フェテ

リ
ア
で
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
は
21
名
、
顔

ぶ
れ
は
余
り
変
わ
ら
な
い
の
で
名
札
は
や
め

た
。
先
ず
、物
故
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
。

(

最
近
の
物
故
者
・
下
谷
浩
彦
君
、
中
島
芳

彦
君
、小
林
英
治
君
、小
金
井 
一 
正
君)

。
司

会
進
行
は
石
原
長
夫
君
。
開
会
の
辞
を
前
田

が
や
っ
た
後
、
学
校
の
現
況
報
告
が
古
賀
理

事
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
乾
杯
は
いつ
も
元

気
溌
溂
、
和
服
に
袴
姿
の
神
影
流
名
人
、
豊

島 

一 

虎
君
で
始
め
ら
れ
た
。
最
近
の
海
原
会

活
動
に
つい
て
石
原
副
会
長
よ
り
、前
週
に
行

わ
れ
た
第
2
回
海
原
会
ゴルフ
大
会
に
つい
て

池
内
宏
君
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
恒
例
の
近

況
報
告
で
は
平
野
凱
久
君
が
英
語
で
ス
ピ
ー

チ
し
、
そ
れ
を
永
竹
久
雄
君
が
面
白
お
か
し

く
通
訳(

正
解
は
不
明)

す
る 

一 

コマが
あ
り 

一 

同
爆
笑
。
楽
し
い 

一 

時
で
あ
っ
た
。
再
来

年
は
学
園
創
立

１
２
５
周
年
、
海

原
会
95
周
年
と

目
出
度
く
、三
三

会
も
〝
喜
寿
〟の

祝
い
を
催
し
た
く

海
原
三
五
会　
同
期
会

11
月
第
一
水
曜
日

２
０
１
３
年
11
月
６
日
（
水
）、
海
原
会

三
五
会
同
期
会
を
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
59
階

生
き
方
で
接
し
て
、も
っと
生
き
た
い
・
・
・
、

逢
い
た
い
、そ
し
て
最
後
は
み
な
死
に
臨
む
の

で
す
か
ら
。　
　
　
　
　
　
　
（
片
山
時
子
）

出
席
者
：
池
田 

晋
、茂
野 

正
三
郎
、高
岩 

正

直
、中
島 
欽 

一 

、新
井 

淳
、猪
瀬 

宏
司
、大

塚 

富
士
雄
、鈴
木  

一 

男
、近
松 

亥
二
太
、宮

本 

直
昭
、村
松 
孝
則
、小
室 

昭
松
、池
谷 

武
、

伊
藤 

昌
宏
、植
田 
清
志
、片
岡
清
子
、加
藤 

雄
次
、金
子 

皓 

一 

、蒲
田
泰
子
、杵
村 

義
昭
、

藤
井 

恕 

一 

、片
山 

時
子
、込
山 
智
義
、荻
原 

寿
保
、嶌
田
篤
子
、南
本  

一 

郎
、武
藤 
暢
夫

（
新
宿　

歌
舞
伎
町　
「
車
屋
本
店
」　

平

成
25
年
6
月
22
日
）

の
「
天
空
の
庭
・
星
の
な
る
木
」で
行
な
った
。

出
席
者
３
２
名
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
顔
と

名
前
が一致
す
る
よ
う
に
な
り
懇
親
度
も
急

伸
、
予
定
時
間
を
遙
か
に
オ
ー
バ
ー
す
る
盛

会
と
な
った
。
海
原
会
総
会
が
毎
年
６
月
第一

土
曜
日
と
決
ま
って
い
る
よ
う
に
、
我
々
も
11

月
の
第一水
曜
日
を
同
期
会
の
日
と
し
よ
う
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
、今
後
の
集
ま
り
が
大
い

に
楽
し
み
で
あ
る
。               （
渡
辺
育
男
）

6
年
5
組（
渡
辺
先
生
）ク
ラ
ス
会

卒
業
7
年  

時
の
流
れ
感
じ
る

今
年
度
は
8
月
18
日
に
開
催
し
、
先
生
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含
め
18
名
の
参
加
で
し
た
。
こ
の
会
は
卒

後
2
年
目
か
ら
毎
年
夏
、 一 

度
も
欠
く
こ

と
な
く
開
催
さ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。
今

年
は
卒
後
7
年
目
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、6

回
目
の
開
催
で
す
。
中
学
1
年
生
の
僕
ら

を
受
け
持
た
れ
た
渡
邊
先
生
の
ご
年
齢
と
、

僕
ら
が
ほ
ぼ
同
い
年
に
な
って
し
ま
っ
た
こ
と

に
、
時
の
流
れ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
5

組
は
理
系
で
あ
り
、
大
半
が
大
学
院
に
進

む
た
め
7
年
目
の
今
年
は
学
生
最
後
の
夏

の
者
や
、
就
職
活
動
に
区
切
り
が
つ
い
た

者
、
社
会
人
1
〜
3
年
目
と
し
て
バ
リ
バ
リ

働
く
者
と
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョン
豊
か
な
年
で

し
た
。
就
職
難
の
時
代
で
す
が
、海
城
の
卒

業
生
は
そ
の
荒
波
に
も
負
け
ず
社
会
人
に

な
れ
る
と
い
う
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。
か

く
言
う
自
分
は
医
学
科
の
最
終
学
年
で
あ

り
恥
ず
か
し
い
医
師
・
社
会
人
に
な
ら
ぬ

よ
う
、
日
々
国
家
試
験
の
勉
強
明
け
暮
れ
、

休
日
は
残
り
少
な
い
学
生
の
日
々
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。
来
年
も
継
続
し
て
開
催
す

る
予
定
な
の
で
、
連
絡
の
届
い
て
な
い
方
は

f
a
c
e
b
o
o
k
の
僕
の
ペ
ー
ジ
か
ら
コン

タ
ク
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
次
年
度

も
ま
た 

一 

つ
大
人
に
な
っ
た
皆
と
楽
し
く
飲

第
35
回
湘
南
海
原
会
は
河
合
卓
爾
会
長

（
昭
和
十
八
年
卒
）
は
急
用
の
た
め
欠
席
と

な
っ
た
が
七
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

長
年
会
場
と
し
て
使
用
し
て
来
た
店
が

閉
店
し
た
為
に
急
遽
茅
ヶ
崎
駅
ビ
ル
六
階

快カ
ツ
ト
ビ飛
ラ
ス
カ
店
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
会
を

長
年
重
ね
る
に
つ
れ
湘
南
海
原
会
そ
の
も
の

の
歴
史
は
刻
ま
れ
る
も
の
の
、
会
員
の
年
令

は
そ
れ
と
共
に
高
令
化
し
、各
自
元
気
で
参

加
し
て
い
る
も
の
の
必
ず
し
も
体
調
万
全
で

は
な
い
様
に
も
見
え
る
。各
自
の
近
況
報
告

（
特
に
体
調
）、
懇
親
食
事
会
の
あ
と
、
次

回
開
催
十 

一 

月
二
十
九
日
（
金
）同
じ
場
所

で
の
開
催
を
確
認
し
、互
の
健
勝
を
祈
念
し

合
い
記
念
撮
影
の
あ
と
散
会
し
た
。

（
昭
和
29
年
卒　
佐
藤
都
志
雄
）

出
し
物
は
鰺
坂
く
ん
（
平
16
卒
）の
超
軽
量

電
動
二
輪
車
と
津
村
く
ん
（
平
20
卒
）に
よ

る
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
マ
ジ
ッ
ク
と
20
代
の
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
本
来
慰
労

す
べ
き
若
手
は
大
学
院
の
研
究
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、直
帰
。
30
代
以
上
を
中
心
に
打

ち
上
げ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
海
城
祭
で
講
演
を
し
た
ク
イ
ズ

王
の
能
勢
く
ん
（
昭
62
）
は
久
の々
海
城
祭
。

校
舎
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

1
9
8
0
年
代
の
海
城
祭
で
伝
説
の
バン
ド
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文
化
祭
実
行
委
員
会・生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会

30
代
中
心
に
打
ち
上
げ

少
し
古
い
話
で
す
が
、
9
月
の
海
城
祭
の

あ
と
に
、文
化
祭
実
行
委
員
会
・
生
徒
会
Ｏ

Ｂ
会
の
打
ち
上
げ
を
し
ま
し
た
。
今
年
の

プ
ノ
ン
ペ
ン
海
原
会

3
人
目
を
発
見

98
代
塩
田
先
輩
か
ら
の
連
絡
で
お
互
い

に
知
っ
た
海
城
繋
が
り
。
プ
ノ
ン
ペン
海
原

会
を
設
立
し
た
翌
月
、9
月
14
日
に
、早
速

第
二
回
を
開
催
し
ま
し
た
。
プ
ノ
ン
ペン
で

三
人
目
の
発
掘
は
不
可
能
か
と
思
って
い
ま

し
た
が
、
縁
の
あ
る
人
を
発
見
。
真
向
か
い

の
戸
山
小
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
古
田
さ
ん
。

さ
す
が
生
ま
れ
故
郷
だ
け
あ
り
、日
昭
堂
や

め
と
き
等
、学
校
界
隈
の
知
識
は
、我
々
以
上

に
豊
富
で
す
。
特
別
会
員
と
し
て
お
迎
え

し
ま
し
た
。　
（
平
成
5
年
卒
小
市
琢
磨
）

湘
南
海
原
会

35
回
の
歴
史
刻
む

平
成
20
年
卒
同
窓
会

初
め
て
の
参
加
者
も

海
城
を
卒
業
し
て
そ
ろ
そ
ろ
6
年
が
経

つ
。
社
会
人
に
な
って
働
い
て
い
る
者
も
あ
れ

ば
、学
生
と
し
て
研
究
を
進
め
る
者
も
あ
る
。

「
卒
業
以
来
初
め
て
来
た
」と
い
う
者
も
い
て
、

カ
フェテ
リ
ア
で
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

開
催
告
知
が
事
前
連
絡
に
な
って
し
ま
っ

た
の
で
、
集
ま
った
の
は
20
人
弱
。
ア
メ
リ
カ

か
ら
帰
国
し
た
メンバー
が
い
た
り
、「
は
じ
め

ま
し
て
」
の
挨
拶
を
交
わ
す
声
が
聞
こ
え
た

り
。
今
ま
で
は
騒
が
し
かった
同
窓
会
も
、今

回
の
企
画
で
は
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
。
次
回
開
催
予
定
日
程
は
１
月
４
日
。「
毎

年
新
年
の
第 

一 

土
曜
日
に
新
年
会
を
や
ろ

う
」と
い
う
提
案
が
あった
の
で
、近
い
う
ち
に

同
期
の
皆
に
連
絡
し
ま
す
。
そ
の
際
は
返
事

は
お
早
め
に
。                      (

津
村
大
樹) 

地
域
海
原
会

O
B
会

と
言
わ
れ
た
『
電
子
レン
ジ
ャ
ー
』の
二
宮
く

ん
（
昭
63
卒
）
も
打
ち
上
げ
か
ら
緊
急
参

戦
。
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

文
化
祭
実
行
委
員
会
・
生
徒
会
Ｏ
Ｂ

会
で
は
毎
年
新
年
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
流
す
の
で
、Ｏ

Ｂ
の
方
で
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
登
録
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
海
原
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

『
海
原
会
への
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
』

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
奥
様・お
子
さ
ま
の
参
加
大
歓
迎
で
す
！

怖
く
な
い
で
す
よ（
笑
）！     （
国
井
信
男
）

め
る
こ
と
を
楽
し
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
中
村
昌
義
）
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富
田
勝
彦　
個
展

両
手
に
花

9
月
10
日
～
15
日
に
成
城
学
園
の
「
さ

く
ら
さ
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
て
富
田
勝
彦
氏

（
Ｓ
51
）の
個
展
が
開
か
れ
た

今
回
の
テ
ー
マ
は
燁よ
う
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は

ア
ジ
ア
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
。

富
田
氏
は
海
城
中
学
・
高
校
卒
業
。
中

代
が
出
て
き
て
、
背
中
の
「
東
京
都
」に
相

応
し
い
戦
果
を
残
し
て
ほ
し
い
。

海
城
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

福
島
顧
問
の
定
年
退
職
を
祝
う
会

平
成
25
年
1
月
26
日
（
土
）
夕
方
5
時

か
ら
、
池
袋
西
武
デ
パ
ー
ト
8
階
バン
ケ
ッ

ト
ル
ー
ム
で
、
海
城
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧

問
福
島
羊 

一 

先
生
の
定
年
退
職
を
祝
う
会

を
開
催
し
た
。
1
9
7
9
年
卒
、
初
代
の

主
将
佐
々
木
康
博
さ
ん
を
筆
頭
に
、
二
十

歳
の
大
学
生
駒
谷
和
哉
さ
ん
ま
で
22
名
の

参
加
を
得
て
賑
や
か
な
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

1
9
7
7
年
（
昭
和
52
年
）
に
同
好
会
か

ら
部
に
格
上
げ
さ
れ
、以
来
35
年
も
の
間
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
率
い
て
頂
い
た
福
島
先
生

の
定
年
退
職
と
い
う
こ
と
で
、
思
い
入
れ
の

強
い
元
部
員
た
ち
が
参
集
し
た
。

我
が
部
に
は
黄
金
の
82
年
卒
と
い
う
年

代
が
あ
る
。
今
回
幹
事
の 

一 

人
と
し
て
ご

協
力
頂
い
た
的
場
昭
人
さ
ん
が
個
人
単
で

神
奈
川
県
平
塚
市
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ーハ

イ
に
出
て
い
る
。
他
の
部
活
を
見
渡
し
て
も

全
国
レベルの
戦
果
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の

で
海
城
高
校
自
体
に
と
って
も
こ
れ
は
空
前

絶
後
の
快
挙
で
あ
る
。

福
島
先
生
が
退
か
れ
た
こ
と
で
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
も
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
だ
ろ
う
。

ぜ
ひ
と
も
黄
金
の
82
年
を
超
え
る
強
豪
世

ラ
イ
バルで
あ
っ
た
、砧
工
業
や
、八
王
子
東
、

強
豪
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
明
大
中
野
の
話
に
。

名
簿
作
成
と
、近
い
う
ち
の
再
会
を
誓
い

合
い
、惜
し
み
つつ
も 

一 

次
会
に
て
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

出
席
者
：
大
澤
先
生（
顧
問
）、関
戸
淳
生
・

金
井
伸
郎（
昭
和
56
年
卒
）、倉
井
健 

一 ・永

峯 

一 

慶（
昭
和
57
年
卒
）・竹
内
大（
昭
和
58

年
卒
）

連
絡
先
：
永
峯（welcome

＠nacky-cnsl.jp

）

水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
集
合

２
０
１
３
年
９
月
14
日
（
土
）
海
城
祭
に

合
わ
せ
て
、
水
泳
部 

O
B
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
昭
和
56
年
・
57
年
・
58
年
卒

の
メ
ン
バ
ー
で
、当
時
は
水
泳
で
は
な
く
、水

球
（
W
a
t
e
r 

P
o
l
o
）を
行
って
お
り

ま
し
た
。

母
校
を
訪
問
す
る
の
も
久
し
ぶ
り
と
い

う
事
で
、ま
ず
は
海
城
高
校 

プ
ー
ル
サ
イ
ド

へ
集
合
。
約
30
年
ぶ
り
と
い
う
事
も
あ
り
、

名
刺
交
換
な
ど
か
ら
。
校
長
先
生
・
斉
田

先
生
に
ご
挨
拶
し
、海
城
を
あ
と
に
。

そ
の
後
、
新
大
久
保
の
居
酒
屋
に
場
所
を

移
し
、
お
互
い
の
近
況
報
告
と
参
加
で
き
な

か
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
話
に
。
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
て
、自
然
と
当
時
の
水
球
の
話
へ
。
当
時
の

高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ 

Ｈ
３ 

& 

Ｈ
５
会

23
年
ぶ
り
の
再
開

お
盆
休
み
直
後
の
8
月
21
日
、
海
城
高

校
硬
式
野
球
部
H
3
年
及
び
H
5
年
卒

の
O
B
有
志
に
よ
る
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
H
3
年
卒
が
古
川
さ
ん
、
藤
井

さ
ん
、服
部
さ
ん
、中
嶋
さ
ん
、齋
藤
さ
ん
。

そ
し
て
H
5
年
卒
が
笹
沼
君
、
山
中
君
、

海
城
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会

す
そ
野
の
広
が
り
を
実
感

6
月
22
日
（
土
）
海
城
学
園
カ
フェテ
リ

ア
に
て
海
城
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
Ｏ
Ｂ
会
規
約
の
改
定
や
役
員

の
改
選
な
ど
の
議
事
が
行
わ
れ
、30
〜
40
代

中
堅
Ｏ
Ｂ
の
中
に
は
運
営
の
要
に
就
く
人
も

出
て
き
て
、
会
の
す
そ
野
の
広
が
り
を
実
感

さ
せ
ま
し
た
。

総
会
の
あ
と
は
、夏
の
高
校
野
球
に
臨
む

現
役
野
球
部
を
激
励
。
1
0
0
人
を
超

え
る
Ｏ
Ｂ
や
保
護
者
を
前
に
熱
戦
を
誓
う

海
城
健
児
を
遠
く
眺
め
て
「
オ
レ
も
も
う一

回
…
」
と
言
葉
ポ
ツ
リ
の
昭
和
の
海
城
球
児
。

年
々
充
実
す
る
応
援
席
に
、隔
世
の
感
を
禁

じ
得
な
かっ
た
よ
う
で
す
。

海
城
球
児
に
元
気
を
も
ら
っ
た
Ｏ
Ｂ
は
さ

ら
に
新
大
久
保
で一盛
り
あ
が
り
。
昔
話
で

一 

杯
、
次
回
の
Ｏ
Ｂ
戦
に
つい
て
で
も
う 

一 

杯
。

最
後
は
海
城
球
児
の
夏
が
１
戦
で
も
多
く

１
日
で
も
長
く
な
る
こ
と
を
祈
り
、
散
会
と

な
り
ま
し
た
。　（

平
成
9
年
卒　
宇
野　
晋
）

期
待
さ
れ
た
（
？
）
外
見
上
の
大
き
な

変
化
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
かっ
た
の
が
少
し

拍
子
抜
け
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
次
回
は
グ

ラ
ン
ド
で
の
再
会
を
約
束
し
て
会
を
締
め
ま

し
た
。　
　
（
平
成
5
年
卒　
丸
岡
直
樹
）

菊
地
君
、丸
岡
の
計
9
名
。

野
球
部
は
卒
業
後
も
O
B
会
、
夏
の
大

会
観
戦
等
の
機
会
は
あ
る
も
の
の
、2
年
離

れ
た
学
年
が  

一  

堂
に
会
す
る
機
会
は
さ
す

が
に
そ
う
は
な
く
、今
回
も
実
に
23
年
ぶ
り

の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
し
き
り
近
況
報
告
を
行
っ
た
後
、や

は
り
話
題
は
当
時
の
話
に
。
自
身
の
思
い

出
の
プ
レ
ー
、田
中
政
元
監
督
の
名
言
等
々
、

各
の々
断
片
的
な
記
憶
を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に

つ
な
げ
る
事
で
当
時
の
思
い
出
が
23
年
振

り
に
鮮
明
に
甦
り
、非
常
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
活
動
情
報
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鰺
坂
志
門
氏

鰺
坂
さ
ん
、テ
レ
ビ
に
出
る

鰺
坂
志
門
氏(

平
成
16
卒)

の
研
究
が

こ
こ
の
と
こ
ろ
の
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

鰺
坂
氏
は
東
京
大
学
大
学
院
に
籍
を

置
き
つ
つ
中
央
大
学
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究

を
し
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
と
リ
モコ

ン
で
動
か
す
人
間
型
を
想
像
し
が
ち
で

あ
る
が
、彼
は
ユニ
ー
ク
な
発
想
で
、部
屋

自
体
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
し
て
み
た
り
、
全
部

自
分
で
考
え
て
目
的
を
達
成
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
発
表
し
て
き
た
。
そ
し
て
、今

回
は
自
立
式
の
電
動
二
輪
車
で
あ
る
。

電
動
二
輪
車
と
い
う
と
米
国
製
の
セ
グ

ウェイ
が
有
名
で
あ
る
が
、
鰺
坂
氏
の
製

作
し
た
電
動
二
輪
車
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
軽
い
。
手
で
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
で

き
る
ほ
ど
だ
。

溝
口
舜
亮
氏

日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
に
イ
ン
タ
ビュー
さ
れ
る

夏
八
木
勲
、地
井
武
男
、原
田
芳
雄
…
。

俳
優
座
で
花
の
15
期
と
言
わ
れ
た
名
優

の
中
に
、
溝
口
舜
亮
氏
（
Ｓ
36
）が
い
る
。

溝
口
氏
が
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
に
イ
ン
タ
ビュー

さ
れ
特
集
記
事
が
組
ま
れ
た
。

「
江
戸
川
乱
歩
シ
リ
ー
ズ
・
明
智
小
五

郎
」に
明
智
小
五
郎
役
で
主
演
さ
れ
た
と

き
の
話
、俳
優
座
で
の
話
、ア
ン
グ
ラ
劇
団

を
旗
揚
げ
し
た
と
き
の
話
。

海
原
会
で
見
せ
る
穏
や
か
な
溝
口
氏

と
は
ま
た
別
の
、
演
劇
に
賭
け
る
熱
い
思

い
が
伝
わ
る
記
事
で
あ
っ
た
。（

国
井
信
男
）

セ
グ
ウ
ェ

イ
は
走
破
性

を
重
視
し
て

大
き
な
車
体

に
な
っ
た
が
、

「
乗
り
越
え

る
の
が
難
し
い

段
差
や
階
段
は
持
ち
運
ん
で
し
ま
え
ば

よ
い
」
と
い
う
逆
転
の
発
想
で
軽
量
化
に

成
功
し
た
と
こ
ろ
が
い
か
に
も
彼
ら
し
い
。

今
年
の
海
城
祭
で
も
鰺
坂
氏
の
自
動

二
輪
車
は
展
示
さ
れ
来
場
者
に
大
人
気

で
あ
っ
た
が
、こ
れ
を
マスコ
ミ
が
ほ
おって

お
く
わ
け
が
な
い
。

10
月
の
テ
レ
ビ
東
京
の
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ

ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
ト
に
続
き
、
11
月
に
は

TBS

の
風
の
言
葉
に
も
登
場
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
ト
で
の

様
子
は
以
下
のURL

か
ら
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

http://www.tv-tokyo.co.jp/m
v/

wbs/trend_tam
ago/post_51922

（
国
井
信
男
）

学
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
活
躍
。
校
内
試
合
で
は
海
城
の
国

語
教
諭
だ
っ
た
尾
木
先
生
（
尾
木
ママ
）

と
ボ
ー
ル
の
取
り
合
い
を
し
た
こ
と
も
あ

る
と
の
こ
と
。
武
蔵
野
美
術
大
学
を
卒

業
後
は
勤
め
な
が
ら
創
作
活
動
を
続
け
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
世
界
中
を
放
浪
し

て
見
聞
を
広
め
て
き
た
。

富
田
氏
の
次
回
の
活
動
は
京
都
で
の

個
展
と
な
る
。
12
月
21
日
（
土
）
～
1

月
19
日
（
日
）の
期
間
で
京
都
「
A
r
t 

S
p
a
c
e
寄
す
処
」に
て
開
催
さ
れ
る

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
足
を
向
け
て
い

た
だ
き
た
い
。               （
国
井
信
男
）

永
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
）

（　
　
　
　
　
　
　

）

平
成
25
年
5
月
か
ら

平
成
25
年
11
月
ま
で

（
受
領
日
順
）

昭
34	

山
崎　
　
洋

	

　
（
四
万
円
）

昭
35	

関
野　
龍
一

（
追
加
三
千
円
）

昭
41	

和
田　
一
憲

	

　
（
五
万
円
）

平
24	

弓
仲
憲
太
朗

昭
52	

鈴
木　
頼
奈

平
25	

芦
澤　
　
崚

平
21	

山
田
裕
一
朗

昭
56	

遠
藤　
幸
彦

昭
62	

渡
邉　
　
靖

平
25	

太
田　
敦
也

平
25	

山
崎　
清
琳

昭
52	

原　
　
　
淳

平
3	

山
下　
高
廣

昭
28	

村
松　
孝
則

昭
51	

浜
田　
晃
爾

昭
50	

前
納　
克
裕

平
25	

田
中　
佑
樹

平
25	

保
谷　
優
太

昭
35	

洞
口　
喜
功

	

　
（
五
万
円
）

平
3	

𠮷
川　
耕
司

	

　
（
五
万
円
）

昭
56	

江
田　
弘
幸

平
24	

下
山　
　
慧

平
4	

田
中　
宏
和

昭
41	

鈴
木　
荘
介

昭
48	

小
山　
博
敬

昭
56	

後
迫　
　
武

	

　
（
五
万
円
）

昭
46	

齊
藤　
明
朗

昭
30	

金
子
有
器
夫

平
7	

汐
崎　
　
祐

昭
35	

岩
松　
功
祐

昭
56	

町
田　
　
昇

平
9	

櫻
井　
俊
宏

平
21	

征
矢　
直
記

昭
46	

原　
　
　
孝

平
22	

大
塚　
崇
史

平
24	

岡
田　
大
瑚

昭
23	

上
條　
茂
樹

平
1	

古
賀　
喜
憲

平
22	

谷
本　
尚
史

平
25	

佐
藤　
秀
磨

平
25	

　
谷　
剛
士

昭
33	

鈴
木　
正
雄

平
18	

葦
名　
　
淳

平
24	

小
笠
原
啓
祐

昭
63	

河
村　
敦
志

平
24	

東
條　
尚
志

平
23	

中
村　
文
紀

謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

訃
報

昭
13	

高
木　
資
和	

23

昭
14	

尾
形　
安
長	

25・3・25	

昭
15	

佐
藤
長
次
郎	

25・7・5

昭
16	

立
石　
　
光	

25・2・25

	

谷
口　
正
彦	

24・7・5

昭
17	

衣
川　
但
馬	

25・5・9

昭
18	

河
原　
　
勇	

24・3・1	

昭
18	

伴
野　
丈
夫	

24

昭
19	

川
合　
成
夫	

24・12・5

	

竹
中　
敬
直	

昭
20	

小
野
木
喜
八
郎	

24・7・13

	

柿
崎　
義  

一	

22・3・7	
	

勝
間
田
節
郎	

25・1

	

金
子
和 

一 

郎	

21・11・13

	

玉
澤　
　
昭	

24・2・21

	

鈴
木　
　
久	

24・9・7

昭
22	

山
本　
中
司	

昭
24	

遠
藤　
英
夫	

24・3・3

昭
25	

石
川　
達
也	

25・8・20

	

斉
田　
　
正	

24・11・5

昭
26	

小
林　
亘
久	

24・7・28

昭
26	
三
森　
光
信	

25・1・24

	
山
本　
安
司	

23・2・10

昭
28	

岡　
　
輝
雄	

25・6

	

奥
村　
壽
雄	
24・9・27

	

水
野　
和
郎	

昭
29	

白
鳥　
方
通	
23

	

松
下　
忠
生	

24・5・25

昭
30	

北
村　
直
也	

24・2・21

	

山
下　
孝
良

昭
31	

大
崎　
　
宏	

24

昭
32	

矢
島　
健
司	

23・9・4

昭
33	

小
金
井 

一 

正	

25・10・4

昭
34	

岩
田　
秀
昭	

13

昭
37	

秋
山　
眞
之	

25・2・3

昭
38	

肥
塚　
具
親	

25・2・27

昭
39	

石
井　
建
夫	

23・10・9

昭
40	

石
田　
　
隆	

25・2・22

	

窪
田　
敬
三	

昭
42	

今
村　
　
勉	

24・1・17

昭
45	

大
石　
昌
弘	

24・9・12

昭
50	

橋
本　
　
博	

25・10・30

平
3	

石
田　
　
樹	

平
17	

西
原　
康
晃	

25・11・18

	

佐
々
木
秀
基	

24・6

平
22	
長
迫　
悠
介	

25・3・3

旧
職
員	

加
藤　
恒
子	

25・2・3

旧
職
員	

西
上
床 
ツ
ヤ	

	

永年会費を納入されている方にも、封入作業の都合で、会費の振込用紙が同封されていますが、ご了承ください。

寄付

海
原
会
ゴ
ル
フ
会　　
　
　
（
二
万
円
）

● 同期会・クラス会だより ●平成25年12月1日海 原  第38号


